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序章 研究の目的と方法
第 1節 問題 の所在 と研 究 の 目的
21世紀は,公的な決定に市民が参加する時代である。これは言い換えると,適正な結論
に達する責任の負担を市民一人一人が背負わなければならないとい うことで,「裁判員制
度」はその典型である。
この「裁判員制度」をはじめとする司法制度改革の流れは,1999(平成 11)年7月,
司法制度改革審議会が内閣に設置 されたことに始まる。2001(平成 13)年に公表 された
同審議会意見書では,「国民の期待に応える司法制度」,「司法制度を支える法曹の在 り方」,
そ して,「国民的基盤の確立」が三本の柱 として掲げられる。この「国民的基盤の確立」の
条件整備 として「司法教育の充実」が うたわれ,「学校教育等における司法に関す る学習機
会を充実 させ ることが望まれる。このため,教育関係者や法曹関係者が積極的役割を果た
す ことが求められる。」 と明記 されたのである(D。
これを受けて,法務省による「法教育Jの取組が本格的にスター トする。2003(平成 15)
年 7月に発足 した法教育研究会である。学校教育等における司法及び法に関する教育につ
いて調査・研究・検討 を行 うことを目的 としたこの機関は,教育研究者,中学校教員,弁
護士,司法書士,最高裁判所,法務省,文部科学省の担当官 らによつて構成 され,3年間
の議論を経て 2004(平成 16)年11月,報告書が提出され る0)。
この報告書によると,「法教育」 とは,「法律専門家ではない一般の人々が,法や司法制
度,これ らの基礎になつている価値を理解 し,法的なものの考え方 を身に付けるための教
育Jを意味 し,「法律専門家でない一般の人々が対象」で,「法律の条文や制度を覚える知
識型の教育ではなく,法やル‐ルの背景にある価値観や司法制度の機能,意義を考える思
考型の教育であること」,「社会に参加することの重要性を意識付ける社会参加型の教育で
あること」に特色があるとしている(3)。
橋本康弘は,この日本版 「法教育」の定義は,従前の憲法条文教育・判例教育 といった
法的事実教育だけではなく,法的価値,法的技能を射程に教育内容を想定 したものであり,
従前の法に関す る学習における教育内容を広範化する考え方であつたと述べている(0。
そ して,この定義にそつて法教育研究会から,「ルールづ くり」,「私法 と消費者保護」,
「憲法の意義」)「司法」の四つの授業例が作成 されるが,いずれ も中学校社会 (公民的分
野)に該当す るものである。
法教育研究会の活動終了後,2005(平成 17年)5月に法務省が立ち上げたのが,法教
育推進協議会である。この法教育推進協議会によつて,新たに小学校での三つの授業例「も
めごとの解決 と国民の司法参加 0ルー ルづ くり」,「情報化社会を生きる～情報の受け手・
送 り手 として～」,「友だち同士のけんかとその解決」が開発 される。)。 協議会はこれらの
具体的な教材を作成す る作業を通 じて,小学校における「法教育」の在 り方について,以
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下の点を確認 している(6)。
第一に,小学校教育においては,「法教育」の理念に沿つた多様な授業を工夫す ることが
比較的容易であること。
第二に,小学校段階では,ごく身近な問題について役割演技を行 うことにより,高い学
習効果を期待できること。
第二に,生活や遊びの中でのルール作 りや,友達同士での トラブルが発生 した時の解決
策を題材 として,「法教育」の観点を取 り入れた学習を行 う機会が相当多い と考えられるこ
とである。
これ らのことは,小学校における「法教育」が持つ大きな可能性を示唆 している。
また,平成 20年版学習指導要領において 「法教育」は,社会科,公民科,道徳,特別
活動など多様な領域で学習することが可能 となり,中でも社会科,公民科はその中心とな
つている(つ。小学校では,第304学年で 「地域の人々の生活にとつて必要な飲料水,電
気,ガスの確保や廃棄物の処理」,「地域社会における災害及び事故の防止」の中で,「地域
の社会生活を営む上で大切な法やきまりについて扱 う」ことが取 り入れ られ,第6学年で ,
我が国の 「政治の働き」の学習の中で 「国会 と内閣 と裁判所の三権相互の関係,国民の司
法参加」が扱われるようになるなど,小学校教育において社会科は,「法教育」の中心的な
役割を果た している。                         '
「法教育」と最も関連が深 く重要である教科が社会科であることは,社会科の学習の中
で子 どもがた くさんの法 と出会 うことからも明白である。例えば,中学年では,商店街や
コンビニ,ス,パー マーケットで働 く人々について学習す る。もちろん,法自体の理解 を
目標にはしていないが,そこには食品衛生法や大規模小売店舗法などの法が,密接に関わ
つている。また,第6学年の歴史学習では,十七条の憲法,徳政令,刀狩令などが,さら
に,政治学習では, 日本国憲法が登場する。
しか しなが ら,2012(平成 24)年11月,法務省発表の 「小学校における法教育の実践
状況に関する調査研究」報告書(3)によると,2011(平成 23)年度の「法教育に関する学習
指導の状況」として,各教科等における法教育の充実度を調査 した結果,「とても充実させ
る」,「いくらか充実 させる」と肯定的に答えた学校の割合は,社会科は 36.4%,生活科は
48.6%,家庭科は 27.3%,体育科は 49,4%,道徳は 54・8%,特別活動は 51.2%となつて
いる。
充実度が高いのは道徳,特別活動で,「法教育」を実践 していく上で,中心的な役割を果
たす教科 と考えられている社会科の充実度は低く,内容も学習指導要領に示されたものを
忠実に行つていることが分かる。充実 させた内容 も,日本国憲法に関す るものが多く,小
学校社会科における「法教育」=憲法学習 という従前の法的事実教育が依然として実施 さ
れていることが うかがえる。
また,法教育の推進体制に関す る意見では,時間数の不足を訴える意見が最も多 く,人
権教育や環境教育,防災教育,そして,キヤリア教育等々のいわゆる課題教育の要請によ
る,慢性的な時間数不足に悩む学校現場の実態が浮き彫 りにされている。 さらに,小学校
の 「法教育」に関する考え方や内容がわからない,あるいは,回答者によつて様々な捉え
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方がなされている現状 と,「法教育」を「規範意識向上のための教育」や,「学校や教育問
題の法的対応を理解するための教育」と捉えている様子が読み取れる0)。つま り,法的価
値,法的技能を射程に教育内容を想定 した 日本版 「法教育」の定義は,まだ小学校の教育
現場に浸透 してお らず,社会科においても,どのように「法教育」を取 り入れていくかが
明確にされていないことが分かる。
本研究では,まず,社会科における「法教育」の意義を明 らかにする。そして,先行授
業実践をもとに,小学校社会科における「法教育」を取 り入れる際の問題点を明 らかにす
る。さらに,第3学年の地域学習から第 6学年の歴史学習 0政治学習 と系統的に位置づけ
た社会科授業モデルを開発することを目的 とする。
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第2節 研究の対象 と方法
本研究は,「法教育」を視点にした小学校社会科授業モデルの開発を行うことを目的とし
ている。
第一に,社会科における「法教育」の現状をふまえた上で,社会科に 「法教育Jを取 り
入れる意義を明 らかにする。
第二に,小学校社会科における「法教育」関連の先行授業実践の分析を行 う。分析フレ
ームワークの視点を設定 し,それをもとに問題点を明らかにする。
第二に,実践の類型化によつて明らかになつた問題点から,「法教育Jを視点にした小学
校社会科授業モデルを開発する。
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第 I章 社会科における「法教育」の現状と意義
第1節 社会科における「法教育」の現状
「法教育」が求められる背景
日本における「法教育」の定義を示した法教育研究会報告書が提出されてか ら,約10
年が経 とうとしている(1)。 この間,2009(平成 21)年5月には 「裁判員制度Jが開始 し,
「法教育」関連の研究や授業実践は盛んにな り,ますます 日本の学校教育において 「法教
育」の必要性・ 重要性が叫ばれつつある。
なぜ,今「法教育」が求められているのだろうか。その背景 として,最初に挙げられ る
のが,1990年代以降の一連の構造改革の動きによる「司法制度改革Jである。冷戦構造の
崩壊,世界単一市場の出現などのグローバル化の急進展,経済の急速な発展,社会の大き
な変容は, 日本に構造改革 とい う転換をもたらす。 この改革は,許認可の撤廃・縮小,省
庁の統廃合,官業の民営化の徹底,国と地方の権限・財源等の再配分など各分野で行われ
るようになる。司法分野においても例外ではなく,法に基づく公正な紛争解決を迅速に行
うための改革が行われ,法や司法を利用するだけでなく,「裁判員制度」に典型的にみられ
るように,司法を支えるために能動的に参加することが求められるようになつたのである。
かつて,我が国にも,国民が司法参加 した時期がある。司法制度の近代化の目的のもと,
大正デモクラシァ運動の影響を受け,1923(大正 12)年に公布,1928(昭和 3)年に施
行 された 「陪審員法」に基づ く「陪審制度」である。 しか し,はじめて国民の司法参加 を
実現 したこの「陪審制度」は,戦争の激化などの理 由で 1943(昭和 18)年に停止 される。
戦後,我が国における国民の司法参加の復活は,司法制度改革の最大の課題 となる。そ
して,様々 な議論を重ねつた結果,1999(平成 11)年7月の司法制度改革審議会の設置
を契機に,2004(平成 16)年5月には 「裁判員の参加す る刑事裁判に関する法律」が公
布 され,ついに,2009(平成 21)年5月21日,「裁判員制度」が導入される。
この国民の司法参加を促す 「裁判員制度」の導入は,将来裁判員 となる可能性を有す る
中学・高校生に対する「法教育」の必要性を促 し,この教育が緊急を要す る課題 として捉
えられる。
結果,「裁判員制度」実施前後の「法教育」実践の多くは,内容・方法が模擬裁判に集 中
し,あたかも「法教育」とは「裁判員教育 としての法学習」とい うように認識されている。
江澤和雄は,上記の「裁判員制度」導入に代表される「司法制度改革」以外に,「青少年
非行 と法意識の現状の問題」,「学校安全からの要請」,「学校内の教員の体罰等に係 る問題」,
F消費者問題の増加 と消費者教育の必要性Jとい う四つの観点か らも,「法教育」が求め ら
れる背景を述べている("。                    イ
日本の 「法教育」の先行モデルであるアメリカにおける法教育の 目的の一つが,青少年
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犯罪の増加・深刻化に伴 う青少年非行の防止にあることか ら, 日本の「法教育」において
も同様の期待が向けられていること,近年多発する学校における侵入・殺傷事件や児童生
徒間のいじめ等に係る学校・教員の危機対応が「法常識」に欠如 したものが多い状況であ
ること,学校内での教師による体罰問題について法的対応の取組を積極的に行 う事例が出
てきたこと,消費者問題が増加 してきたことによる消費者教育の必要性が出てきたことも ,
「法教育」が求められ る背景 としてあげている。
このように,「法教育」が求められている背景には,「法化社会」に我が国が急速に進展
したことが考えられる。「法化社会」とは「法的な関係を基盤 として成立す る社会」であり,
「このような社会では,法律家のみならず市民にも,法に関する資質を身に付けることが
求められる」のである(3)。近年,コンプライアンスや組織・企業のガバナ ンスが重要視 さ
れてきたのは,現代社会の 「法化社会」化が背景 となつているか らである。
「法教育」が求められているのは,このような大きな社会や時代の転換が背景 となつて
いる。
2 「法教育」の歴史的変遷
日本における「法教育」の主な動きをまとめると,表1の通りとなる。
表1 日本における「法教育」の主な動き
年 月 主 な 動 き
1993(平成
1998(平成
5)年5月
年
年
10) 11月
7月
10月
6月
3月
3月
1999(平成 11)
2001(平成 13)
2002(平成 14)
2003(平成 15)
?
?
?
7月
2004(平成 16)年11月
2005(平成 17)
2008(平成 20)
2009(平成 21)
2012(平成 24)
年 5月
年 3月
年 5月
年 11月
日本弁護士連合会第 42回総会 「司法に関する教育の充実を決め
る決議」
日本弁護士連合会「司法改革 ビジョンー市民に身近で信頼 される
司法をめざして一」
内閣に司法制度改革審議会設置
日本司法書士会連合会 「求められる司法のために」
司法制度改革審議会最終意見書
司法制度改革推進計画閣議決定
中央教育審議会答申「新 しい時代にふさわしい教育基本法と教育
振興基本計画の在 り方について」
法務省に法教育研究会発足
『法教育研究会報告書 我が国における法教育の普及 0発展を目
指して一新たな時代の自由かつ公正な社会の担い手をはぐぐむ
ために一』
法教育推進協議会発足
小学校学習指導要領告示
裁判員制度開始
法務省『「小学校における法教育の実践状況に関する調査研究」
報告書』
出典 :前掲書(",98頁をもとに筆者作成
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北川善英は,現在の 「法教育」の歴史的背景を, 目的・内容別に二つの潮流に区別して
いる(4)。以下にその概要を示す。
(1)「法教育」一社会科教育の研究 と実践
1990年代前半か ら,社会科教育研究者 と初等中等教育教員によつて研究・実践 されて
きた 「法教育Jである。
この 「法教育」は,江日勇治 (筑波大学教授)によつて,アメ リカの法教育カリキュ
ラムや単元・授業 レベルが紹介 されたことから始まる6)。 江 日勇治は,現代社会が「法
化社会」,とりわけ私人間での「権利衝突が今まで以上に想定される社会」であるとい う
現状認識から,従来の法に関す る教育の限界を示 し,アメリカの法教育を参照 しつつ ,
「いろいろな法に関する内容の学習や教育が連携なしに分散 している実態を解消する」
ような「日本型法教育カリキュラムの開発」を提唱する。そ して,法教育の目的を,「自
由で公正な社会における公民……に固有である『 法の担い手』 としての資質……を育成
すること」 とされている。)6
(2)「司法教育」一法律家団体
1990年代前半から,法律家団体によつて提起 0推進 されてきた司法教育である。
1993(平成 5)年5月の 日本弁護士会連合会・ 定期総会決議『 司法に関する教育の充
実を求める決議』 (0は,学校教育 0社会教育における「司法及び人権についての教育」
の充実を訴え,司法教育の具体的内容 として,司法の役割,司法制度・ 裁判手続の概要
と利用の仕方,基本的人権をは じめとする諸権利 についての正確な知識,弁護十制度 と
弁護士の果たす役割についての基礎知識をあげている。
1999(平成 11)年10月の日本司法書士会連合会の『 求められる司法のために』 (め
は,「(市場)競争原理の支配す る社会」では,消費者・事業者は生活や取引をめぐる紛
争に否応なくさらされることになるとい う現状認識に立ち,国民が紛争解決のために司
法制度や裁判手続の利用の仕方についての最低限の知識を備えていることが必要である
として司法教育の充実を訴え,義務教育における司法教育の内容をあげている。
この法律家団体による司法教育は,人権および司法制度・裁判手続についての基礎知
識に関する学習を内容 としたものである。
(3)「司法教育」―司法制度改革審議会意見書
司法制度改革の一環 として提起 された司法教育である。
2001(平成 13)年6月の司法制度改革審議会意見書は,司法制度改革の必要性の根
九を,「事後監視 0救済型社会への転換」に伴う「司法の役割の重要性が飛躍的に増大す
る」ところに求め,「司法制度改革の二つ柱」―「国民の期待に応える司法制度の構築 (制
度的基盤の整備)」・「司法制度を支える法曹の在 り方 (人的基盤の拡充)」 。「国民的基盤
の確立 (国民の司法参加)」 一の第二の柱のための条件整備 として「司法教育の充実」を
提起する。そして,司法教育の目的を「国民の統治客体意識から統治主体意識への転換 J
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とし,学校教育・社会教育などにおける「司法の仕組みや働きに関する国民の学習機会
の充実」をあげている(9)。
この司法教育の内容は,「司法の仕組みや働き」に限定されたものである。
さらに,北川善英は,上記二つの潮流が,その後,以下のように展開 したことを述べて
いる(10)。
(4)全国法教育ネ ットワーク
2000(平成 12)年に,第1の潮流 (法教育)と第 2の潮流 (司法教育)の中心的な
担い手によつて設立 されたのが,全国法教育ネ ッ トワークである。構成 メンバーは,社
会科教育学研究者,初等中等教育学校教員,弁護士などの法律実務家か ら構成 され,初
等中等教育における「法教育」の充実・発展を目的 とした研究・教育実践のための組織
である。
この組織は,「行政による事前規制から司法による事後的救済を重視す る方向へ」と社
会のあり方は変化 したが,市民が様々な トラブルや紛争に巻き込まれても「正当に紛争
を解決する方法を見つけることができず,泣き寝入 りせ ぎるをえない」 ことを指摘 し,
その原因の一つとして,「中等教育以下の学校教育において,自分の基本的人権や権利 を
守る方法を教えられていない,とい う問題」に着 日し,「緊急の課題」として「子どもた
ちに,自分の人権や権利を守るために必要な,最低限の法的知識や法的思考能力を身に
つけさせること」を提起する(10。
(5)関東弁護士会連合会
第 2の潮流 (司法教育)の中か ら,第1の潮流 (法教育)の影響を受 けて 「法教育」
へ と発展 したのが,2002(平成 14)年に刊行 された関東弁護士会連合会編『 法教育一
21世紀を生きる子どもたちのために』である。
同書は,「法教育」の目的を「自律的主体的に自己の善き生き方を目指 し,法をそのた
めのものと理解 し活用する」市民,「法の支配の理念に根 ざした,自由で公正な社会を実
現する」市民の育成に求め,そうした市民に必要な資質を「法的資質」として捉え,「法
的知識」・「法的思考や法的参加の技能」・「法や法の基礎にある価値に従つて行動すると
い う態度育成」とい う三側面をその内容 としている。さらに,「法教育」を「消費者教育」。
「人権教育」。「司法教育」を包摂するものをして位置づけている(12)。
(6)法教育研究会
司法制度改革審議会意見書を うけて,2003(平成 15)年に法務省内に設置 されたの
が法教育研究会である。2004(平成 16)年には報告書が公表・刊行されている(10。こ
の組織は,法務省・文部科学省・最高裁判所から各 1名のほか,第1の潮流か らの 4名
と,第2の潮流からの 2名を含む 15名の委員で構成 され,委員構成上は三つの潮流の
「合流Jである。
‐
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報告書では,「法教育」の必要性を,諸改革によつて生 じる紛争を「法に基づいて公正
に解決する必要」,国際化の進展による「多様な文化的背景や価値観を持った人々の間の
交渉が 日常化 していくことによつて,今まで以上に透明なルールによる紛争解決が求め
られること」,「国民が法や司法を利用するだけでなく,司法を支えるために能動的に参
加することが求められていること」に求めている(14)。
また,「法教育」の目的 として,「自律的かつ責任ある主体 として,自由で公正な社会
の運営に参加するために必要な資質や能力を養」うこと,「日常生活においても十分な法
意識を持つて行動 し,法を主体的に利用できる力を養 うJことが提示 されている。さら
に,「法教育」を「法律専門家でない=般の人々が,法や司法制度,これ らの基礎になっ
ている価値を理解 し,法的なものの考え方を身に付けるための教育」と定義 し,「法律の
条文を覚える知識型の教育ではなく,法やルールの背景にある価値観や司法制度の機能 ,
意義を考える思考型の教育……,社会に参加することの重要性を意識付ける社会参加型
の教育」を強調する(1め。この法教育研究会の下に,法教育教材作成部会が設置 され,当
時の学習指導要領に対応 した四つの授業例を作成する。四つの授業例 とは,「ルールづ く
り」,「私法 と消費者保護」,「憲法の意義」,「司法」に関す るものである(10。
この組織の活動が終了すると,法務省は 2005(平成 17)年5月に,法教育推進協議
会を立ち上げる(1つ。この組織は,新たに小学校や中学校,高等学校での授業開発を行 う
など,現在も活動を継続中である。
1990年代から,これまでの 日本における「法教育」の展開をまとめたのが,図1である。
日本における「法教育」の研究は,1990年代前半から社会科教育研究者による「法教育」
研究と法律家団体による「司法教育」が中心となつている。いずれ も民間 レベルの取組で
ある。民間 レベルの取組にやや遅れたものの,官としての取組は,2001(平成 13)年の
司法制度改革審議会意見書が契機 となり始まる。日本における「法教育」は当初は,「司法
出典 :前掲書0)をもとに筆者作成
図1 日本における「法教育」の展開
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年 代
取 組
19901「代 20004「代 2010イ■代
?
?
?
?
法教育推進協議会
?
?
?
?
? (5)関東弁護士連合会
教育」色の強い内容であったことが うかがえる。
さらに,司法制度改革審議会意見書をうけて,2003(平成 15)年に法務省に設置され
た法教育研究会には,それまでの研究 0実lltの先駆者が結集 し,作成された報告書によつ
て,日本の 「法教育」の基盤が出来上がったといえる。
ところが,前述 したように報告書によつて四つの授業例が示 されているが,いずれも中
学校社会科公民的分野におけるものにとどまり,小学校における授業例は示 されていない。
現在活動を継続中である法教育推進協議会において,2008(平成 21)年8月に「小学
生を対象 とした法教育教材例の作成について」が公表され,そこで,以下三っの教材例が
示 されている(13)。
一つ 日は,憲法の意義及び司法にかかわるものとして,第6学年を対象 とした 「もめご
との解決 と国民の司法参カロ・ルールづ くり」に関す る教材例,二つ 目は,憲法の意義にか
かわるものとして,第5学年を対象 とした 「情報化社会を生きる～情報の受け手・送 り手
として～Jに関する教材例,三つ 日は司法 (特に民事司法)にかかわるものとして,高学
年を対象 とした 「友だち同士のけんかとその解決」に関す る教材例である。それぞれの教
材例を実施す る教科等は,十つ 日は第 6学年の社会科,総合的な学習の時間,特別活動を
横断 した単元構成,二つ 日は第 5学年の社会科,二つ 日は第 6学年の特別活動 となつてお
り,「法教育」を実施するにあたつて,学校・学級の実態と,学習内容の力点に応 じて,柔
軟に対応することを促 している。
民間 レベルか らスター トした 日本での「法教育」研究は,司法制度改革審議会意見書を
契機 として,法教育研究会設置以降急速に進展 してきたが,小学校社会科における研究に
関 しては,まだまだ不明確な部分が多く,研究課題が山積 しているのが現状である。
13‐
第 2節 社会科 にお ける「法教育Jの意義
1 小学校学習指導要領 にお ける 「法教育」
現行の小学校学習指導要領の方向性を提言したのは,2007(平成 19)年1月17日の中
教審答申「幼稚園,小学校,中学校,高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善
について」(以下「改善答申」という)である(19)。
この改善答申では,小学校社会科における改善の基本的な方向を,「我が国の歴史や文化
を大切にし,日本人としての自覚をもつようにするとともに,持続可能な社会の実現など,
よりよい社会の形成に参画する資質や能力の基礎を培うことを重視 して改善を図る」とな
つている(20)。
さらに,「法教育」に関しては,「社会生活を営む上で大切なルールや法および経済に関
する基礎となる内容の充実を図る」こととなつている(21)。
こうした改善答申を受けて,改善された現行の学習指導要領。2)における小学校社会科関
連の「法教育」の概要を示 したのが表 2である。
表2 学習指導要領における「法教育」(小学校社会科関連 )
学年 内容 内容の取扱い
第 3・4学
年
(3)「地域 の人々の生
活 に とつて必要な
飲料水,電気,ガ
スの確保や廃 棄物
の処理」
「内容(3)にかかわつて,地域の社会生活を営む上で
大切な法やきまりについて扱 うものとする。」
(具体例 )
「廃棄物の処理」にかかわる,ごみの出し方や集積
所などに関す るきま りや,資源の再利用や生活ツト
水の適正な処理などに関す る法を取 り扱 う。
(4)「地域社会におけ
る災害及び事故の
防止」
「内容(0にかかわつて,地域の社会生活を営む上で
大切な法やきま りについて扱 うものとする。」
(具体例)                 ｀
「事故の防止」にかかわる,登下校のきま りや交通
事故の防止などに関す る法やきまりを取 り上げる。
第6学年
(2)「我が国の政治の働
き」
「国会 と内閣 と裁判所の三権相互の関連」について
も扱 うようにする。
「国民の司法参加」について も扱 うよ うにす る。
(具体例 )
裁判員制度を取 り上げる。
出典 :前掲書。"をもとに筆者作成
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現行の学習指導要領において 「法教育」が実施可能な学年 として,第3・4学年 と第 6
学年があげられている。
第 3・4学年では,いわゆる地域学習において,地域の社会生活を営む上で大切な法や
きま りを扱 うことになつている。 ここでは,自分たちの身近な生活に法やきまりが存在す
ること,法や きまりを守ることが,健康で安全な生活や良好な生活環境の維持と向上を図
る上で大切であることに気付かせることをねらい としている。
第 6学年では,政治学習において,「国会 と内閣 と裁判所の三権相互の関連」 と「国民
の司法参加」の二つの内容を扱 うことになつている。前者では,「国会」,「内閣」,「裁判所」
のそれぞれが持つ三権を取 り上げ,この三権のそれぞれ大切な働 きや相互の関連 について
の理解を,後者では,裁判員制度を取 り上げ,法律に基づいて行われる裁判や国民とのか
かわ りについて関心をもつことをね らいとしている。
今回の学習指導要領改訂によつて,小学校社会科における「法教育」に関する内容は明
らかになつているが,表2のように非常に限定されたものであることについて,物足りな
さがある。 もちろん,すべての内容を「法教育」に結び付けることを主張 しているわけで
はないが,第5学年における内容 と,第6学年における歴史学習での内容 とに関連付けら
れていないことに課題がある。
第 5学年では産業学習が中心で,農業においては「TPP問題」や 「牛肉偽装問題」にお
ける「牛肉 トレーサ ビリティ法」,漁業においては「200海里問題」(国連海洋法条約),工
業における自動車生産の学習では,「エコカー減税」,「グリー ン化税制」などとい うように ,
非常に法関連の内容が多い。
また,第6学年の歴史学習においても,既に序章で述べたように,たくさんの法が登場
する。 これまでにも,法から当時の社会的状況・背景を考えた り,その法の有効性を検証
した りする「法教育」の実践は開発 されている。
つまり,学習指導要領には明記 されていないが,第5学年の産業学習や第 6学年の歴史
学習においても,「法教育」を視点にした授業を実践することは可能である。
2「小 学校 にお け る法教 育 の実 践状 況 に関す る調 査研 究」 報告書 の結果 か ら
実際に現在の小学校現場では,どのように「法教育」が実践されているのであろうか。
現行の学習指導要領が完全実施 された 2011(平成 23)年度において,小学校の 「法教
育」が どの程度実施 されているのか,またそれが,どのように行われているのかを確認し,
実践的な問題点等を含めて,現在の状況を把握するために,法務省が 「小学校における法
教育の実践状況に関す る調査研究」を実施 している。
調査内容は,「学校に関すること」,「法教育に関す る学習指導の状況」,「法律家や関係各
機関との連携の状況」,「法務省が推進する法教育に関すること」,「法教育推進に向けた取
り組みへのご意見・ ご要望」の五項 目であ り,その結果が,2012(平成 24)年11月報告
書 として公表されている(20。
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表3 各教科等の充実度
社会科 生活科 家庭科 体育科 道徳 特別活動
1.とても充実させる 5,5%12.4%3.3%12.5%12,4% 9.9%
2。 いくらか充実させる 30,9%36.2%24.0%36.9%42.4%41.3%
計 36.4%48.6%27.3%49.4%54.8%51.2%
出典 :前掲書00,28頁をもとに筆者作成
まず,調査内容 「法教育に関する学習指導の状況」での各教科等の充実度は,表3の通
りである。
社会科では,「とても充実 させる」,「いくらか充実 させる」の二項 目を合わせた割合が ,
36.4%で,家庭科に次いで低い値を示 している。報告書によると,社会科の充実度が低か
つた理由として,「社会科では従来か ら政治や 日本国憲法を扱っていた経緯がある」ことか
ら,基本的に学習指導要領に示 された内容通 りに実施 されているためと考えられている。
今回から学習指導要領で 「法教育」は学習することが可能になったにもかかわ らず,数
値が低いのは,やはり「法教育」 とい うものの認識・認知度の低 さの現れである。
次に,調査内容 「法教育推進に向けた取 り組みへのご意見・ ご要望」の 【推進体制に関
すること】では,「時間数の不足」 とい う回答が最 も多い。特に 「〇〇教育」(人権,消費
者,情報,国際理解,環境,金融,租税,防災,キャリア,福祉,食育等々)の要請が ,
学校に個別に持ち込まれることへの意見が 日立っている。具体的な要望では,「文科省と連
携 し,小学校の実態に即 した内容を考えてほしい」,「各省庁を横断 した総合的な観点から
重点化・構造化を図つてほしいJなどがあがつている。
筆者 も二十数年間の小学校現場の経験か ら,この意見には共感できるところがある。特
に小学校教育は,リアルタイムでその当時の社会的な要請 を受けやすい傾向がある。例え
ば,1995(平成 7)年の「阪神淡路大震災」以降の防災教育の学校現場への積極的推進や ,
学校内への不審者侵入事件続発による安全教育の見直 し,さらには産地偽装問題で食の安
全を揺 るが した事件以降の食育ブーム等,その例を挙げると枚挙にいとまがない。
さらに,「脱ゆとり」を掲げた現行の学習指導要領が実施 されてまもない この時期に,新
たに「法教育」とい う「とつつきにくい印象」を持つ教育が導入 されるとなると,拒否反
応を示す教師は多いのではないだろうか。
この調査内容の結果を,報告書では,全体的に小学校の 「法教育」に関する考え方や内
容が理解 されていなかつた り,あるいは様々な捉え方がなされていた りす ること,「法教育」
を 「規範意識向上のための教育」や,「学校や教育問題の法的対応を理解するための教育」
と捉えている様子が読み取れることを指摘 している。う。
つま り,現場の教師たちにおいて,「法教育」とい うものが一般的に定着 してお らず,「法
教育」への認識・認知が非常に多様であることが,この結果からも分かる。
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小学校社会科における「法教育」の意義
今回の学習指導要領か ら,様々 な科 目・分野で 「法教育」が取 り入れ られるようになつ
たことからも,学校教育における「法教育」の重要性は明 らかである。
現行の学習指導要領の方向性を提言 した 2007(平成 19)年の中教審改善答申では,現
代社会を「事前規制社会から事後チェック社会への転換が行われてお り,金融の自由化 ,
労働法制の弾力化など社会経済の各分野での規制緩和や司法制度改革などの制度改革が進
んでいる」と認識 し,「このような社会において,自己責任を果た し,他者 と切磋琢磨 しつ
つ一定の役割 を果たすためには,基礎的・基本的な知識・技能の習得やそれ らを活用 して
課題を見出し,解決するための思考力 0判断力・表現力等が必要である」(25)と述べている。
一方,法教育研究会報告書によると,「法教育」のね らいは,「個人の尊厳や法の支配な
どの憲法及び法の基本原理を十分に理解 させ,自律的かつ責任ある主体 として,自由で公
正な社会の運営に参加するために必要な資質や能力を養い,また,法が 日常生活において
身近なものであることを理解 させ, 日常生活においても十分な法知識を持つて行動 し,法
を主体的に利用できる力を養 うこと」。6)としてぃる。
大杉昭英は,この改善答申と法教育研究会報告書に着 日し,学校教育においての 「法教
育」を展開する意義の大きさを指摘 している(27)。上記 「法教育」のねらいを,「法に関す
る知識,とりわけ憲法や法の基本原理を理解 させ るとともに,それを利用できる力を養 う
こと」 と解釈 し,改善答申も報告書 も基礎・基本的な知識の習得 と活用を重視 してお り,
「法教育」はその知識に法 とい う具体的な内容を付与 しているのであ り,新教育課程の趣
旨を実現するものであると述べている。
出典 :前掲書(27)の図をもとに筆者作成
「法教育Jの展開
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図 2
法教育研究会報告書で示 された 「法教育」の四つの学習領域に,児童生徒の発達段階を
加味 した 「法教育」の展開を示 したのが,図2の「法教育Jの展開である。
図中左側の体験的な学習領域では,法の本質を学ぶ とともに,法(ルー ル)に従つて ト
ラブルの解決方法を学習することを通 して,法(ルー ル)の意義を学ぶ。 この領域を担 う
のは,生活科・体育 。特別活動などとしている。
図中右側の概念的な学習領域は,体験的な学習領域で体験 した内容を概念化 し法的に考
える領域で,ここでは民法,刑法,憲法の基本的な考え方などを身に付け,法に基づく紛
争解決の方法について学ぶ。公平な第二者 として公正に判断する経験は,例えば模擬裁判
を実施するなど紛争処理を実際に体験することを意味する。この概念的な学習領域を主に
担 うのが,社会科であるとしている。 このような小学校社会科における「法教育」の展開
は,「単に記述的知識を暗記するための授業ではなく,日に見える社会的事物 0事象を手が
かりに,学習者が教材を媒介にしながら,自分の経験を生か し,判断や推理の思考を働か
せながら,社会的事象を関連 させた り,関連づけた りして,社会的意味を考えながら, 日
には見えない社会のシステムを理解する。」。めとい う社会科授業の目的と合致 している。
「法は社会を映す鏡である」とよくいわれるように,「法Jから社会が成立 している,あ
るいは成立 していた社会の様子が分かる。社会のシステムを理解す ることが社会科授業の
目的であるならば, 地域学習や産業学習,そして歴史学習において「法教育」を視点に し
た授業を構成 し実践することでその目的を凄成できるのではないだろうか。
一般的に「法」とい うと,我々 は 「難 しい」,「とつつきにくい」,「弁護士にお任せJと
い うイメージを持ちがちである。つま り,「法」とは自分とは遠い存在 と感 じていることが
多いのである。
しか しなが ら,実際には「法」とは,さまざまな社会生活の中で我々とかかわつており,
自分 とは非常に身近な存在である。 このことを,小学生段階の子 どもたちに感 じさせるこ
とが必要であろう。
そのためには,まず,中学年の地域学習から「法教育」を視点にした授業を構成・実践
し,「法」に慣れ親 しませることが重要である。「法」と自分 との間の距離が案外近いこと
を実感 させるのである。
次に,現行指導要領には記載 されていないが,高学年の産業学習においても「法教育」
を視点にした授業を構成 。実践することによつて,法的センスを磨かせ,「法」が作 られた
背景やその有効性を考えさせるようにする。前述 したように,産業学習には,法関連の内
容が非常に豊富である。
そ して,小学校社会科の総決算 ともいえる高学年の歴史学習 。政治学習において,それ
まで培つてきた法的センスを活かし,歴史上存在 した法について,その当時の社会的背景
をベースに評価 した り,現代社会で話題になっている事例や,身近で起こつている問題に
ついて,積極的に考えさせた りするようにする。
さらに,この中学年から高学年で学習する内容に関連性・反復 (スパイ ラル)性を持た
せることによつて,単なる記述的知識の獲得だけでなく,説明力のある概念的知識の獲得
が可能 となり得る。そ して,このことは同時に「社会科授業の多 くが概念を学ぶ とい うよ
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りも,事実を学ぶ ことに重点が置かれていることがある。」(20とぃ ぅ現状を打破する手が
か りとな り得 るのではないだろ うか。
以上,小学校社会科における「法教育」の展開を図で表 したのが,図3である。
「法的センス」を
図3 小学校社会科における「法教育」の展開
活用する
「法」に慣れ
概念的知識
『?
?
?
」
?
?
?
「法的センス」を
身に付ける
筆者作成
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第Ⅱ章 「法教育」を視点にした小学校社会科授業構成論
第 1節 「法教育」 を視点 に した小学校社会科授業構成の類型化 の視点
橋本康弘は,社会科 (関連教科を含む)において実施可能な法の授業として,六つの視
点をあげている(1)。その概要を示したのが,表4である。
どの視点での授業も,法のあるべき姿を考察するための授業であり,従前の法制度学習
の結果生まれる法を理解するだけの 「法の受容者」としての市民育成から,法を理解する
表4 社会科において実施可能な法の授業
視点 具体的内容
①現行法の実際
(現実);法機
能を理解す る
こと
法が実際にどのように運用 され,その結果 どのような社会的影響が
発生 しているかについて,子どもに理解 させ ることを目的とする。法
制度の理解だけでなく,法が実際に社会の中で どう機能 し,どのよ う
な機能不全をきたしているのかを理解することで,制度が,社会の中
でよりよく機能する方法を子 どもが,見つけ出す学習につながる。
②法原理を理解
すること
法制度の原則,すなわち法原理を理解 させ ることを目的とする。例
えば,私法の法原理にあたる「契約 自由の原則」を子 どもが行 う模擬
的な契約を通 して理解 させた りする授業が相当する。
③法 を反省的に
理解 した り,
吟味 した りす
ること
他国の法制度や,過去の自国の法制度 と比較 した りすることで,現
在の自国の法制度を対象化 し,理解,吟味した りす ることを目的とす
る。
④法を批判する
こと
問題のある(問題があると指摘されている)現行の法制度について ,
その改善策を考えるために必要になる他国の法制度,自国の過去の法
制度などを,法制度の背景にある法原理や法規範 (規準)に照 らして ,
その改善策を考察 し策定することを目的 とす る。
⑤紛争 (トラブ
ル)を解決す
ること
クラスの中や身近な社会で起こるさまざまな紛争 (トラブル)につ
いて,法的な視点 (道具)を用いて,子ども自身が,主体的合理的に
解決 し,解決のためのルールをつくることを目的 とす る。
⑥社会に参加す
ること
身近な社会で起こる法的問題 (公共政策問題)について,その解決
策を策定するために,比較衡量や法的 0社会的な視点等を用いてクラ
ス社会の中で議論させ,合理的な解決策の案を策定した後で,社会の
構成員によつて解決策を評価 してもらうことで,より調整的な解決策
を策定することを目的とする。
出典 :前掲書(1)をもとに筆者作成
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表5 小学校社会科における法教育の授業の視点
視 点 具体的内容
①ルールや法をつく こ と 家庭や学校,地域で起こつている法的な問題を解
決するために,よりよいルールや法 をつくる学習を
行 う。子どもに,ルー ルや法は相互の人間関係を調
整するものであり,全ての社会には,ルー ルや法が
存在するとい う認識を形成 させ,ルー ルや法の本質
を考えるための視点の基礎を見に付 けさせ ることを
目的 とする。
②ルールや法を使うこと 紛争を認識 し,紛争解決の手続きを使 う学習を行
う。子 どもに実際的な紛争解決に必要な技能を育成
させ,ルー ルや法の仕組みを考えるための視点の基
礎を形成させ ることを目的 とする。
③ルールや法を考え,判断すること 法的な価値 を考え,判断 し,ルー ルや法を評価す
る学習を行 う。子どもに法的な参加 をする意欲や態
度を形成 させ ることを目的 とする。情報倫理,日本
国憲法の基本的な理念,司法の仕組みを単に知識 と
して理解するだけでなく,自由,平等,正義,責任 ,
プライバシーなどの法的な価値を踏まえ,法的な問
題や事象を主体的に考え判断 させる。
出典 :前掲書。)をもとに筆者作成
だけでなく新たな法を考案する「法の形成者」としての市民育成へ と転換することが可能
となる授業であるとしている。
磯山恭子は,小学校社会科における法教育として,「ルールや法をつくること」,「ルール
や法を使 うこと」,「ルールや法を考え,判断すること」の二つの視点を取 り入れながら,
学習活動を展開することを示唆 している(2)。その概要を示 したのが,表5である。
表中の二つの視点は,学習活動において,単一の視点か らのみ取 り組まれ,完結するも
のではなく,それぞれの視点が相互に関連 し合いながら,継続的に取 り組まれるべきとし
ている。
また,竹内裕―は,従来実践されてきた 「法教育」実践を大きく分けて四つに分類 して
いる(0。 その概要を示 したのが,表6である。
竹内裕一は,従来の法教材 を取 り扱った実践いわゆる憲法学習や人権学習,消費者教育
などでは,基本的人権や消費者の権利などの諸概念を習得 させることに重点が置かれ,学
習 した事柄を自らの生活に応用 し,実践 していくとい う視点が希薄であつたことを指摘 し,
今後は:両者 を統一 していく授業づ くりの視点が必要なことを述べている。
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表6 法教育実践の類型
視点 具体的内容
①判例を用いた授業 具体的な判例を事例に用いて,陪審員 (裁
判員)や裁判官になつたつもりで,子どもに
どのような判決を下すべきか考えさせ る。
(例)「0157カイフレ裁判」
②身近な事件を取り上げて,法に基づいて
解釈や解決を試みる授業
身近に起きた事例を取 り上げて,法的な解
決の実際を学習する。
(例)「危険運転致傷罪」
③法制度の学習を中心とした授業 中学校公民的分野で学ぶ三審制度などの学
習に代表 され る,具体的な判例を事例 として
取 り扱いなが らも,司法制度を学ぶ学習。
(例)「裁判員制度」導入
④法 (ルー ル)とは何かを考えさせ る授業 生活の中における「きまり」や 「ルール」
のあ り方やその必要性 を考 えさせ るとい う
「法教育」における根本的な学習。
(例)歴史学習における法教材
出典 :前掲書(0をもとに筆者作成
以上,先行研究の視点をもとに,社会科授業に 「法教育」を取 り入れる視点を整理 した
のが,表7である。
「法教育」を視点にした小学校社会科授業構成の類型視点は,小学校社会科授業に, ど
のような視点で 「法教育」を取 り入れ,授業のどの段階において 「法」を取 り上げている
か。また,授業の概要,授業によつて学習者が獲得可能な知識を分析することで,小学校
社会科授業構成の課題 を明らかにす る。
表7 社会科授業に「法教育」を取 り入れる視点
視 点 内容
法・法原理理解型
法そのものの理解。法 とは何か,法がどのように運営され
ているか,法の重要な 「原理・原則」を学ぶ こと。
法の リフ レクション型
歴史上存在 した法について,その当時の社会的背景をベー
スにして評価すること。
法批判型
現代社会で話題になつていること (憲法改正,選挙法改正 ,
成人年齢,国民投票法案など)について議論すること。
社会参加・ トラブル解決型
身近で起こつていることや,社会的事例について,解決策
を考える (ルー ルや法をつくる)こと。
筆者作成
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第 2節 「法教育」を視点にした小学校社会科授業構成の類型
1 「法教育Jを視点にした小学校社会科授業構成の類型結果
前述した小学校社会科授業構成の視点にしたがつて,小学校社会科授業実践を類型化し
たのが,表8である。
法・法原理理解型は 11事例,法のリフレクション型は 8事例,法批判型は 8事例,社
会参加・ トラブル解決型は 9事例 となっている。(視点が同一で,学習過程に重複がある
実践は一つ としてカウン トする。)四つの視点で分類 した事例は,ほぼ同数ずつ見 られる。
学習過程での分類,つまり授業においてどの段階で法を深 く取 り上げているかでは,学
習問題設定時に 14事例,学習問題追究時に 21事例,学習問題省察時に 12事例 となり、
学習問題追究時に,一番顕著であることが分かる。
以下,表9に「法教育」を視点にした小学校社会科授業実践一覧表,表10に「法教育」
を視点にした小学校社会科授業分析フレームワークを示 している。
数字は,表9「法教育」を視点にした小学校社会科授業実践一覧表の実践番号を表 してい
る。なお,「法教育」の視点や学習過程に重複する実践番号には,日で囲つている。
筆者作成
表 8 「法教育」を視点にした小学校社会科授業構成の類型
「 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型 □
,26 国,9,国,L」,
22
固,日,国,国,
国,29
法 の リフ レクシ ョン型
2,国,国,回,
21
回,国,国,国,
国,□
法批判型 l][」:」 ,    1::」〔ll 回,国,四,国,□,25
14,□,□,
囲
社会参加・ トラブル解決型
3,日,16,□
国
4,□,28,国12,国
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表9 「法教育」を視点にした小学校社会科授業実践一覧表
h 学年 学校 : 授栞者 早元名 出 1
着手県豊田市立壮臓小学校 議利宏光 平和で■かな暮らしを目縮して 着手黒立●合椒育センター HP
?
? 子
=大
学載冑学部‖風小学戦 井上久 童町時代 全国社会科敏青棚 社禽料儀育詢最』「
44■
?
? 千摯大学薇冑学部‖口小学後 不明 ●判員
“
嵐書体瞼しよう 法薔省HP法像青檜■口■白α
“
回)出亭内喜
?
? 手案大学薇■学部‖口小学校 向井着ニ くらしをまもる 盤薔省HP法は冑織迪口出彙颯
“
回)日亭内害
?
? 広島市立千口小学校 相原剛
鴨■0■日
―よみが鳩 広島平和慮広島へ‐ 脚 t藻鶴」1満静グ優社社会
?
? 広島大学
"口
東●小学崚 燿本二夫 みんなの口
いを実現する政治学ロ
ヨーンピニで彙?!―
L口社会科敏■学会出『小学校の“優れた社会
‖授■・の彙件』明治口●2007
?
? 崎二黒疇西町土疇宙小学校 小絆■行 法律や餞判について考えよう 法薔省HP法機冑構遭ロロ会(■10回)●亭内■
8 千案大学織冑学部附鳳小学校 悔津府治 コ颯朝と饉倉亭府
千葉大学繊冑学部・‖H麟研究社会欄 ●
lt会が見えてくる・畿"機材の開劇明治口●2001
?
? 手案大学執青学酬 口小学校 向井浩ニ 人 の々仕事とわたしたちのくらし
予菫大学敏冑学部。附口題腕研究社●料
"儡1社会lt見えてくら“法・載材の開劇明治口●2001
10 子出大学繊冑学錦‖口小学校 向井語二 ■●書体朧した人々 とくらし
千葉大学崚青学部。開属凛癬研究社●科田■
l社会が見えてくる°法・繊‖の開剣明治口●2001
千環大学犠宙学椰‖口小学校 大澤■宕 明治の新しい世の中
子栞大学敏■学部。腑二遭常研究社会科m颯
1社会が見えてくる・法"敏材のI囲明治口●2001
?
? 千
=大
学●●学岬開口小学崚 梅澪層治 これからの食籠生■とわたしたち 醐露ま鼎腑朧側
13 千繁大学敬曹学tB‖風小学校 井上久 わたしたちの生活と政治
子
=大
学敏青学部・‖EE佛研究社会椰 颯
壁会が見えてくる・法口徹材の開劇明治□●2ml
14 千葉大学颯宙学部‖口小学校 井上久 わたしたちの生活と食相生壼
チ
=大
学債冑学部・鮒■■佛研究社会料部■
は金が見えてくる“法"機材の脚 明治口●2001
15 筑波大学‖口小学校 自井 忠鐘 rlまりに気づくJ「きまりを守るJ
エロ舅治。●lb●子欄『1ヽ学校の法徹翻 6J
舅治口●2000
?
? 贅波大学‖口小学校 長各川暉男 ごみ出しルー ルを考えよう
エロ舅治・●山市H 『小学校の法轍冑書J利
用治口●2000
?
? 静田県富士市立富±■―小学校 米諄 案椰 情報とわたし
ェロ■治t●山春子饉‖学ヽ校の法競 劇IJ
舅治口●2000
18 東京椰‖■E大員常大小学被 菫 口出 憲法とわたしたちのくらし
E口勇治,日山春子‖『4ヽ中軟の注柵 創IJ
口治口●2000
i9 虫沢市立大籠小学校 籠村■明 わたしたちのくらしと日本国憲法 全沢市颯冑■員会HP
?
?
?
? 大瞑像宙大学‖口池田小学校 井上伸…
口刊員口E
“巾魔したちの畿力とくらし“
大瞑敏■大学‖口池田小学被HP
?
? 広島県用道市立向東小学校 千鶴暫弘 僣川家性 工F幕府 広島県立緻青センター HP
22 3 大腋敏常大学‖口池田小学校 丼上伸―
冒事ソ
ーロ書館の利用の書まリー 大限薇青大学‖口池田小学校HP
23 広島市立富姜が丘小学校 1 追ヽ贅薄 国民の司法●加と,蠣員制度 広島県立嗽育センター HP
?
?
?
? 札幌市立費生曽小学牧 竹村 正 憲法とわたしたちのくらし 札幌市P
〓
?
?
? 広島市ユ小学崚 不明 わ
たしたちのくらしと日本自憲法
～戯囀■鋼魔スター ト～ 広島県立檄青
センター HP
?
?
?
? 広島市ユ小学校 不明 わたしたちのくらしと日本国憲法 広島県立檄宙センター P
?
? 兵庫黒赤穂市立塩E小学校 河ホ 学
:口刊員硼EI尋え●J
～現在の法で
"傷
●件を畿判する 長暉県立■■研修所HP
28 晰瀑大学騰口小学校 大矢和轟
安全で宙0なお づくり
～事故や●件書防ぐ～ 新■
大学‖鳳小学校
29 広島県■■市立栞環小学餃 籠●用鴨 わたしたちのくら比日本国凛法 広島県像青姜員会HP
30 広島県鳳道市立黒暉小学校 升む英子 わたしたちのくらしと日本国憲法 広島彙蠍冑晏員会HP
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恥 学年 年 学校名
授業者 出典
単元名
取り上げた法
授業類型
学習 問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型
法批判型
社会参加・ トラブル解決型
授業の概要
学習者が
獲得可能な知識
法を視点にした
考察
表 10 「法教育」を視点にした小学校社会科授業分析フレームワーク
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「法教育Jを視点にした小学校社会科授業構成の性格
(1)法・法原理理解型小学校社会科授業構成の性格
法・法原理理解型は,法そのものの理解や,法とは何か,法がどのように運営 されてい
るか,または,法の重要な 「原理・原則」を学ぶ授業構成である。収集 した実践事例にお
いて,取り上げられている法は「日本国憲法」が圧倒的に多 く,当然なが ら第 6学年での
政治学習での実践例が多い。 しか しながら,第3学年の地域学習のスーパーマーケ ットの
特色を考えさせる際に,「食品衛生法」を扱ったり,同じく地域学習の事故の防止について
考えさせる際に,「道路交通法」を扱つた りする実践例もあることから,「法」に慣れ親 し
ませ,「法」と自分 との距離が近いことを実感 させ ることが重要な中学年にとつて も,一定
の効果が期待できる授業構成である。
以下,代表的な実践事例の分析を表 11に示 している (表11参照)。
(2)法の リフ レクシ ョン型 小 学校社 会科授 業構成 の性 格
法の リフレクション型は,歴史上存在 した法について,その当時の社会的背景をベース
にして評価する授業構成である。収集 した実践事例において,「徳政令」や「御成敗式日」,
「国家総動員法」など取 り上げられている法は様々であることか らも,歴史学習の中で登
場する様々な法を,いかに教材化するかとい う大きな可能性に富んだ授業構成であるとい
える。
法の リフレクション型の実践の特徴 として,相対する立場からの評価が容易であること
があげられる。例えば 『武家諸法度」であれば,当時の法律を出 した幕府側の立場 と,出
された側の大名の立場からの評価が可能となる。当時の社会的背景をもとに,この双方の
立場から法律を評価させることが,知識の把握の強化につながる。
また,歴史上存在 した法を評価することによつて,子どもたちは無意識のうちに現代社
会や現代の法律 との比較を行 う。評価は前述 しているように,あくまでも当時の社会的背
景をベースにして行 うが,やは り過去と現代 との比較を行 うのが,子どもの自然な思考パ
ターンであろう。その時が,「法」の視点からの概念的知識獲得のチャンスになつてくる。
以下,代表的な実践事例の分析を表 12に示 している (表12参照)。
(3)法批判 型 小学校社 会科 授 業構 成 の性格
法批判型は,現代社会で話題になつていること (憲法改正,選挙法改正,成人年齢,国
民投票法案など)について議論する授業構成である。収集 した実践事例において,取り上
げられている法は「薬事法」「道路交通法」そ して「裁判員制度」などがある。この実践で
は,議論することが主な学習活動 となるので,法的葛藤場面を設定するのに容易な法を取
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り上げることが重要 となつてくる。
例えば,「薬事法」とい う法律によつて規制されている「深夜における企業の薬の販売」
について議論する実践では,①子どもを持つ親,②規制緩和を求める議員,③コンビ三 ,
④薬剤師,厚生労働省のそれぞれの立場で意見を交流させ ることが可能である。
また,この法批判型は,自身の意見の根拠 として,これまで身に付けた 「法的センス」
が,必要 となつてくるので,第6学年の政治学習での実践が望ま しい。
以下,代表的な実lll事例の分析を表 13に示 している (表13参照)。
(4)社会参加・ トラブル 解決 型 小 学校 社会 科 授 業構 成 の性 格
社会参加 0トラブル解決型は,身近で起 こつていることや,社会的事例 について,解決
策を考える (ルー ルや法をつ くる)授業構成である。収集 した実践事例におけるテーマも ,
「ごみ出 しルール」や 「登下校のルール」などといつた生活に密着 した内容 となつている
ことから,どの学年においても実践可能である。
社会参加・ トラブル解決型では,法(きまり)やルール とは,人間の自由な行動を制限
するものとい う機能にとらわれることなく,法(きまり)やルールは, 自分たちの手で作
つた り,変えた りすることができるとい うことを学ぶことによつて,主体的な法的参加 を
する力を育むことが可能 となる。
以下,代表的な実践事例の分析を表 14に示 している (表14参照).
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表 11 法 ,法原理理解型小学校社会科授業分析
No,9 学年 3年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校
授業者 向井 浩二 出典
千葉大学教育学部・附属連携研究社会科部編
『 社会が見えて くる “法"教材の開発』明治図
書 2008
単元名 人々の仕事とわたしたちのくらし
取り上げた法 「食 品衛生法」
授業類型
学習問題設定 学習問題追究 学習 問題省察
法・法原理理解型 ○
法の リフ レクシ ョン型
法批判型
社会参加・ トラブル解決型
授業の概要
スーパー とコンビニの比較によつて,それぞれのお店の特色を考えさせ
るために,「食品衛生法」を取 り上げている。
授業では,一週間の買い物調べから,主に生鮮食料品はスーパーで購入
していることに気付かせ,「なぜ コンビニでは,生鮮食料品を取 り扱 う店
が少ないのか」とい う学習問題を追及させている。
追究の際に,教師によつて「食品衛生法」とい う法律が存在す ることを
知らせることによつて,スー パーに設備の整つている冷蔵庫や調理場があ
る理由を理解 させている。
学習者が
獲得可能な知識
○地域では,様々 な人々が生産や販売の仕事に従事 してお り,消費者は日
的に合わせて店や商品を選択 し,販売者は消費者の願いに対応 して様々
な工夫を行っていること。
○食品の衛生管理をする制度 (法律)があ り,その制度 (法律)によつて
我々の食生活の安全が守 られていること。
法を視点に した
考察
あえて,難解な文章によつて構成 されている法律の条文 を提示すること
によつて,法律そのものの存在を知 ることができ,法律 とい うものが実は ,
身近な存在でもあることを,子どもは実感することが可能である。
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表 12 法の リフレクション型小学校社会科授業分析
No。11 学年 6年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校
授業者 大澤 昌宏 出典
千葉 大 学 教 育学部 。附 属連 携研 究 社会科 部 編
『 社会が見えて くる “法
》教材の開発』明治図書
2008
単元名 明治の新 しい世の中
取 り上げた法 「公事方御定書 (切捨て御免)J・「日米修好通商条約 (治外法権)」
授業類型
学習 問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型 ○ ○
法批判型
社会参カロ・ トラブル解決型
授業の概要
明治以降の 日本の近代化を,従来の軍事力・経済産業の成長 とい う視点に
カロえ,法の整備 とい う視点で捉えようとしている授業である。
「日米修好通商条約」における不平等の意味を,「生麦事件」を教材にイ
ギ リス (外国)側の立場か ら考えさせている。法に関して未整備であつた当
時の日本に対して,諸外国が治外法権を求めるのは当然のことであり,条約
改正のためには,軍事力・経済力の成長の他に近代的な法の整備が必要であ
ったことを理解 させている。
その後,「大津事件」を教材として取り上げ, 日本の法体系が整備された
ことを示し,条約改正に至ったことを確認 し授業を終えている。
学習者が
獲得可能な知識
○幕末に日本が結んだ不平等条約の改正は,富国強兵・殖産興業 という軍事
力・経済力の成長だけでなく,法の近代化・欧米化が欧米各国に認められ
たことによつて実現 したこと。
法を視点にした
考察
法を視点に して,「ノルマン トン号事件」「生麦事件」「大津事件」とい う
3つの事件の裁判を扱い,日本 と諸外国とい う対立する立場で考えさせると
い う法的葛藤場面を設定することで,子どもたちに法の持つ意味や特徴を考
えさせ ることを可能にしている。ただ,この指導の流れでいくと,「三権分
立」「司法」「立法」「行政」などの理解が必要である。
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表 13 法批判型小学校社会科授業分析
NQ 14 学年 5年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校
授業者 井上 久 出典
千葉大学教育学部 ,附属連携研究社会科部F15
『社会が見えてくる“法"教材の開発』明治図
書:2008
単元名 わたしたちの生活 と食糧生産
取 り上げた法 「農薬取締法」「食品衛生法」
授業類型
学習過程
法教育の視点
学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法の リフレクシ ョン型
法批判型 ○
社会参カロ・ トラブル解決型
授業の概要
農薬の使用について生産者 と消費者の立場で話 し合わせ,両者の意見の
対立を調整す るために,国が 「農薬取締法」によつて農薬の使用 を規制 し
ている事実を知 らせる。
そして,遺伝子組み換え作物の開発の是非について賛成派と反対派に分
かれて話 し合わせ,国が「食品衛生法」によつて安全性を確認 しているこ
とを知 らせる。最後にまとめとして,安全な食生活 と法の関わ りについて
自分の考えをノー トに書かせる。
学習者が
獲得可能な知識
○国民の食生活の安全性は,国が法を制定することによつて守 られている
こと。
○ 「農薬の使用」や 「遺伝子組み換え作物の開発」など食の安全性に関す
る生産者 と消費者の考えには,大きな隔た りが存在すること。
法を視点にした
考察
今までの農業学習 とは違い,生産者 と消費者 との 「食の安全性」をめぐ
っての対立を明確にし,子どもたちにこの対立の調整の必要性を実感 させ
ているが,対立の解決策までを子 どもたちに考えさせると,法の存在を自
然に知ることが可能である。
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表 14 社会参加・ トラブル解決型小学校社会科授業分析
NQ 16 学年 4年 学校名 筑波大学附属小学校
授業者 長谷川康男 出典
江口勇治・磯山恭子編『 小学校の法教
育を創る』 明治図書2008
単元名 ごみ出 しルールを考えよう
取り上げた法
授業類型
法教育の視点
｀~~=証
翌p程 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法の リフ レクシ ョン型
法批判型
社会参加・ トラブル解決型 ○
授業の概要
ごみ出しのルールが守 られていない経験を話 し合わせ,ごみ出しのル
ールが守 られていない集積所の近 くに住む人の立場に立って考えさせ
る。その後,町会の人の立場に立ったごみ出しルールをクラス全体で話
し合わせ,自分なりのルールをノー トにまとめさせている。
主体的にルールを守つた り,つくつた りして法的に社会参加す る力 (活
用力)を育てることを意図 した授業である。
学習者が
獲得可能な知識
○ごみの始末に携わる人は,組織的・計画的に工夫して集めて処理して
いること。
○増え続けるごみを少なくするために,社会全体で再使用した り,リサ
イクル したり,その発生を抑制 したりしていること。
○ごみを種類別に分けて出すのは,リサイクルやその始末がしやすいよ
うにするためであること。
法を視点にした
考察
利害が対立する町会に住む二者の立場に立って,子どもたちに考えさ
せている。 ごみ出 しのルール とい う問題 に加えて,ごみ集積所の場所 の
問題までも考えさせているが,集積所の移転 とい う選択肢は現実性に欠
ける。 ごみを収集する側 と,ごみを出す側の利害の対立 とい う視点での
教材化が必要である。
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「法教育Jを視点にした小学校社会科授業構成の特性と課題
収集 した 「法教育」を視点にした小学校社会科授業事例では,今回,設定 した法・法原
理理解型,法の リフレクション型,法批判型,社会参加・ トラブル解決型 という四つの視
点の うち,一部の視点に偏るとい う傾向は見 られず,すべての視点において実践事例が見
られる。また,全学年において事例が見られるものの,圧倒的に第 6学年の事例が 22例
と多く,偏りが見 られる。
四つの視点ごとの授業の分析に加え,各学年の学習内容,そして子どもたちの発達段階
を考慮すると,学年 ごとに適 した 「法教育」の視点が存在することが分かる。
例えば,法批判型の授業では,自身の意見の根拠 として,これまで身に付けた法的セン
スが必要 となつてくるので,高学年での学習に適 してお り,「法」 とい うものに慣れ親 し
んでいない中学年地域学習での学習には適 さない。
各学年の学習内容に適 した 「法教育」の視点による授業を行 うことによつて,より高い
効果が表れるのではないかと考える。「法教育」の視点 と学習内容の適合性 を整理 したのが ,
表 15である。
中学年では,「法」に慣れ親 しむ とい う立場から,自分たちの身近にある法 (きまり・ル
ール)に目を向けさせ,法・法原理理解型の授業を実施する。さらに,「法」に慣れてくれ
ば,自分たちの力で トラブルを解決 しようとする,積極的な法参加が求められる社会参加 0
トラブル解決型の授業を実施す ることも可能である。
高学年での産業学習では,産業関連の様々な法に出会 う。 ここではまず,法。法原理理
解型の授業で,「法」への理解を深めたい。さらに,公害な どの社会問題等 をテーマ とした
社会参加・ トラブル解決型の授業を実施することによつて,第6学年の学習において法的
センスを活用す る土台 となる力を身に付けさせたい。
歴史学習では,法の リフレクション型の授業を実施 し,当時の 「法」をめぐる対立す る
表 15  「法教育」の視点 と学習内容 との適合性
「 中学年地域学習 高学年産業学習 高学年歴史学習 高学年政治学習
法・法原理理解型 ○ ○ ○ ○
法の リフレクシ ョン型 ◎ ○
法批判型 ◎
社会参加 0トラブル解決型 ○ ○ ○ ○
○は適 している,◎は非常に適 していることを表す。
筆者作成
立場からの評価をさせ,知識の把握の強化につなげる。そ して,政治学習では,これまで
身に付けてきた法的センスを活かす学習 として,法批判型または,社会参加・ トラブル解
決型の授業を実施する。前述 したように,ここでは子ども自身の法的センスを根拠 とした
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意見を交流・議論させることを主な学習活動 となるように留意する。
このように,各学年の学習内容に適 した 「法教育」の視点による授業を実施することに
加えて,第3学年地域学習から第 6学年政治学習までの学習内容に関連性・反復 (スパイ
ラル)性を持たすことが重要となつてくる。そのことによつて,単なる法的な記述的知識
の獲得だけでなく,説明力のある概念的知識の獲得が可能 とな り得る。
以上,小学校社会科における 「法教育」の展開を新たに整理 したのが,図4である。
??
汽学年 産 業 学 習
O法・ 法原理理解型
0法のリフレクション型
0法批判型
0社会参加・ トラブル解決型
中学年 地域学 O法0法原理理解型
○社会参加・ トラブル解決型
「?
?
?
」
?
?
?
O法・ 法原理理解型
0社会参加・ トラブル解決型
「法的センス」を活用す る
「法」に償れ親 し
法的セ ンス」を身 に付 ける
筆者作成
図4 「法教育」の視点を明確にした小学校社会科における「法教育」の展開
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【註】
(1)橋本康弘・野坂佳生編著『 “法"を教 える一身近な題材で基礎基本 を授業す る』明治図書 ,
2006年1, 11:百～15]ヨ。
。)法務省 法教育推進協議会 (第16回)議事録,2007年。法教育推進協議会研 究会の報
告書全文,参考資料,議事録等は,法務省 ホームページ上に公開 されているので参照 さ
れたい。
http:〃www.moj.go.jp/shingi1/kanbou_houkyo_kyougikai_index.htIILl
(9千葉大学教育学部 。附属連携研究社会科部編『社会が見えてくる “法"教材の開発』明
治図書,2008年,131頁～133頁。
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第Ⅲ章 「法教育」を視点にした小学校社会科授業モデル開発
第 1節 小 学校 社 会科授 業 モ デル 開発 の視 点
第 3学年の地域学習から,第6学年の歴史学習・政治学習 と系統的に位置づけた社会科
授業モデルを開発する。
今回の授業モデルでは,兵庫県三本市を取 り扱 うこととする。三木市は,「金物の町」と
して全国的に有名である。全国的なシェアを誇る三木市の金物生産の自然的 0社会的条件
に関連する知識を,交通・輸送,労働力 。人間,資本 0技術,文化・生活様式 とい う四つ
の視点に,法・政策 とい う視点を加えて,相互に関連づけを図つたのが,図5の三木金物
ウェッビング図である(1)。
三本市が,「金物の町」として発展 してきた契機は,1578(天正 6)年3月から1580(天
正 8)年1月までの,織田氏 (秀吉)と二木城主別所長治 との合戦 「三木合戦」だといわ
れている。この合戦は,秀吉のとつた兵糧攻めとい う作戦によつて,繊田方の勝利に終わ
る。合戦後,秀吉が免税を認めた制札を出 し,当時の三木の復興のために集まつた大工職
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筆者作成
図5 三木金物 ウェッピング図
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人,その道具を作る鍛冶職人が,次第に増えたことにより,鍛冶の里三木の基盤 をつくつ
ていく。 この秀吉による免税の制札は,楽市令などに代表 される織 田政権 による商業政策
の一環 と考えられる。現在の感覚でい うなら,「復興支援魚税法」である。
授業モデルでは,第3学年の地域学習において,法・法原理理解型 と社会参加・ トラブ
ル解決型の視点による授業を実施する。三本市において,金物づ くりがさかんになつた契
機が,秀吉の出 した免税の制札であることを把握 させ,現在落ち込みの激 しい金物づくり
の打開策を考えさせる。
第6学年の歴史学習においては,法のリフレクシ ョン型の視点による授業を実施する。
歴史学習の中で,子どもはたくさんの法に出会 う。 もちろん,現在のような民主主義の原
則にもとづき制度化 されたものではなく,時の為政者から市民 (民衆)に対 して,一方的
に出された命令的要素の強い法が多いが,それ らについて評価するとい う手法を取ること
によつて,「法教育」の視点を取 り入れた実践が可能である。モデル授業では,秀吉が出 し
た免税の制札をリフレクションする活動を単元の中に取 り入れ,「為政者 (首長)は,領土
内 (市町村)の居住者の増加や,経済活動の活性化のために,各種税を免除する政策をと
ること」とい う社会的事象についての知識 。理解を習得 させ ることを目的 とする。そ して ,
このような政策は,戦国時代のみならず,現代においても多く用い られていることを提示
する。
さらに,政治学習では,社会参加 0トラブル解決型の視点による授業を実施す る。これ
までに習得 した知識 。理解を活用 し,現在の二木市が抱えてい る問題点の解決策 を探る授
業 とする。
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第 2節 小学校社会科授業モデル開発
1 単元 の知識 日標 の作成
第3学年の地域学習から第6学年の歴史学習,政治学習と系統的に位置づけた社会科授
業モデルを開発するにあたつて,単元名をそれぞれ「工場の仕事一三木金物のひみつ一」(第
3学年地域学習),「天下統一と三木合戦」(第6学年歴史学習),「三木市の未来を考えよう」
(第6学年政治学習)とし,知識 目標を設定する。
(1)第3学年単元 「工場 の仕事 一三木金物 のひみつ 一」 の知識 目標
三木市は,金物の街 として全国的に有名で,中でも手引き鋸の全国シェアは70%を誇る。
三木市で金物づ くりが さかんになった理由として,まず,古代か ら播磨地方では鉄が産出
していたこと,畿内まで近距離であつたこと,美嚢川 (加古川)の水運 を利用できる地形
であったことなどの自然的条件が挙げられる。また,古代から優れた朝鮮系の製鉄技術が
存在 しただけでなく,その道具を使 う優れた大工職人も多数存在 し,大工技術の発達とと
もに鍛冶 (生産)技術 も発達を遂げていった とい う社会的条件も挙げられる。さらに,三
木合戦後に秀吉によつて出された免税政策によつて,多くの大工職人が当時の三木町に移
り住み,この政策が後の江戸時代にも継続 されたことが,三木金物の発展を決定づけた要
因である。現在における三木金物は,工場による大量生産化も一部行われているが,規模
においては圧倒的に家内工業型が多 く,伝統によつて培われた高い技術力を活か した製品
づくりを行つている。 さらに,積極的に新製品を開発 した り,日本全国や世界に向けて情
報発信 した りと,三木金物を広める努力を続けている。
三木金物産業は,建築工法の変化や,安価な中国製品が増えたことによる需要の減少 ,
高齢化による後継者不足などの様々な課題 と向き合いなが ら,高い技術力の継承・活用に
力を注いでいる。
①古代から播磨では,鉄が産出されてお り,三木はその産地か ら近い位置にあつたこと。
・播磨風上記によると,佐用郡・宍粟郡を中心に,多可郡から美嚢郡にかけて鉄 を産出 し
ている。
・千種川流域で,たた ら製鉄によつて作 られた「千種鉄」は,良質の鉄で有名である。
・三木金物の原料は,「千種鉄」である可能性が高いと言われている。
・ 6世紀頃,来日した聖明王の王子恵に同行 した技術集団によつて伝えられた韓鍛冶と大
和鍛冶との技術が融合 されている。
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②江戸時代,三木は,丹波・ 但馬地方や畿内ヘー 日行程で行 くことのできる位置 にあつた
こと。
・江戸時代,三木町には多くの出稼 ぎ大工が住んでいる。
。当時,大工仕事の需要が多かった地域は,県内の丹波・ 但馬地域 と畿内である。
・ 当時の道路事情では,三木町から丹波・但馬地域,畿内へは一 日行程で行 くことが可能
である。
③三木を流れている三木川 (美嚢川)通船によって,二木金物は,全国へ と流通 していつ
たこと。
・三木川の本流である加古川では,早くから (慶長年間)多可郡～高砂までの舟運が発達
している。
・文化年間には,三木町～高砂間の通船ができ,発達 している。
・高砂は,姫路藩の外港 として,また加古川流域の直領・諸大名領・旗本領の年貢米の集
積地 として発達 している。
・高砂まで集められた年貢米や物資は,舟で大坂まで輸送 されている。
④三木には,日原大工 と呼ばれる優れた大工職人が存在 し,その弟子たちが多く住んでい
たこと。
・平安時代から数々の国宝級の建築を手がけた 日原大工の子孫が,戦国時代末期吉川町大
沢に移 り住んでいる。
・優れた建築技術を持つた 日原大工は,周辺の寺社の建築 を行っている。
・ 日原大工の弟子たち多 くが,三木町に住んでいる。
⑤古代か ら播磨の国では,朝鮮系の製鉄技術を持つ渡来人がいたこと。
・5,6世紀における日本への渡来者のほとんどは朝鮮系渡来者である。
・ この時期の,渡来者 の中では,質漢質 と秦氏が有名である。
・東漢氏は百済系の渡来人で,その分布は播磨の揖保・飾磨 0神埼・美嚢の諸郡に及んで
いる。
・続 日本紀によると,東漢氏の系譜につ らなる慈縛震災麻呂と韓鍛冶百依が,鍛冶の技術
者 として播磨の国にいたことが知 られている。
・忍海漢人と韓鍛冶は,美嚢郡縮見屯倉 (現在の三木市志染町)に分布 していた と考えら
れている。
・鍛冶の神である笑Wを 祭 る式内社,天目一神社は多可郡 (西脇市大木町)にある。
⑥三木合戦後,秀吉によつて免税政策が出され,三木に多 くの大工・鍛冶職人が移住して
きたこと。                             【法・政策】
。三木合戦とは,天正 6年(1578)3月か ら天正 8年(1580)1月までの織田氏 (羽柴秀
吉)と三木城主別所氏 との合戦である。
・三木合戦の史跡は,「三木城跡及び付城跡 0土塁」として平成25年3月に国史として認
定され,現在整備が進んでいる。
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三木城跡 平井山本陣跡 三木城復元図
戦後,秀吉は免税政策の制札を掲げ,人々 の呼び戻 しを図 り,三木町に大工職人や鍛冶
職人が移住する。
秀吉が出した制札は,現在 も三木市の宝物 として残つている。
秀吉が出 した 制札
⑦県下各地や畿内に出稼ぎにでるようになつた大工職人の持つている三木金物が,評判に
なつたこと。
・江戸時代,一日行程で行ける地理的利点を活か し,丹波・但馬地方ならびに畿内まで ,
三木大工は出稼ぎにいつている。
・三木市は,湯の山街道・明石街道・姫路街道 0東条街道の四つの街道が交差する交通の
要所であり,現在 もその町並みが残つている。
湯の山街道の町並み       姫路街道
丹波・但馬地方では,三木大工は優れた専門技能者 として
価を得ている。
畿内では,三木大工は,畿内大工同士の摩擦をさけて得 ら
道標
,特に堂宮大正として高い評
れる身近な協力者 として重宝
‐
42‐
がられている。
・三木大工の持つていた大工道具の評価が高ま り,三木金物が有名になる。
③金物仲買間屋の創業によつて,大坂・ 江戸の全国市場に進出し,交通・ 輸送網の発達に
ともなつて成長 したこと。        |
018世紀の半ば (宝暦年間)に金物仲買問屋が創業 し,特産品三木金物 として成立 してい
る。
・姫路道には,江戸時代か ら続 く間屋が当時の建物の姿のまま,残つている。
・三木～高砂間を結ぶ三木川通船が発達 し,大坂・江戸の全国市場に三木金物が進出する
ようになつた。現在 も,当時の船着き場跡が残つている。
今 も残る問屋 下津の船着き場跡 上津の船着き場跡
⑨明治以降,材料を変え,切れ味を良くするなど三木金物の生産技術は発達 していったこ
と。
・明治以降,原材料を和鉄から洋鉄に変え,大量生産を可能にし,価格 も安価になつてい
る。
・洋鉄を原料 として高級品を作 りだす研究に,井筒新吉とい う職人が成功 し,三木金物の
製造に一大革新をもた らしている。
・三木に新 しい金物産業をもた らした人物に重松太二郎がいる。
・兵庫県が選んだ 「郷土百人の先覚者」では,三本市からはただ一人産業の分野で重松太
二郎氏が載つている。
・鋸には,刃を交互に外側に曲げる「あさり」 とい う技術が使われている。
・「あさり」によつて,本とのこぎりとの抵抗が少なくなつた り,木層が外へ出やす くなつ
た りして作業効率があがつている。
・ 刃の先に焼き入れをして,刃を固くする工夫がされている。
①現在では,中小工場だけでなく大工場で新 しい製品がたくさんつくられてお り,販売網
も世界へ と広がつていること。
・現在,三木金物の種類は,経済産業大臣が指定する伝統工芸品の写 り.笙.鶴卜 鍾・小
刀の大工道具をはじめ,作業道具 (バー ル,クランプなど)や機械工具 (ドリル 0ホー
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ル ソーなど),農機具など多岐にわたつている。
三木市の利器工匠具全体の製造品出荷額は年間 146億円 (2010年現在)で,全国シェ
アは約 17%である。
三木金物製品の出荷額は,市全体の工業製品出荷額の約 30%を占めている。
金物関係の事業所数は約 360件で,事業所の規模は,9人以下が約 80%と圧倒的に家内
工業型である。
・鋸の原料である鋼はスウェーデンか ら,鉄鉱石はオース トラリアから輸入 している。
・鋸ができあが りまでには,さまざまな手順があ り,人の作業 と機械の作業を組み合わせ
て,ていねいに作 られている。
・ ファックスや電話,インターネ ットで注文を受け,問屋 を通 して 日本全国や海外へ製品
が送 られている。
―」がある。
・「肥後守」 とは,1890年代ごろからつくられたナイフである。
「肥後守」は,単純な構造のため安価に製造でき,長く使用出来ることが特徴である。
「肥後守」は,1950年代後半頃からは鉛筆削る文房具の一つ として,子どもにも行き渡つ
ている。
「肥後守」は,鉛筆削 り器やカッターナイフの普及に加え,全国に拡がつた「刃物を持た
ない運動」などに押 されて,徐々 に姿を消 している。
近年は,中高年男性を中心に静かな 「肥後守」ブームとなつてお り,熱心な愛好者や コ
レクターも存在 している。
。現在,「肥後守」を生産 しているのは永尾駒製作所のみである。
。「ゼ ットソー」は,1982年に販売された替え刃式鋸である。
・「ゼ ッ トソー」は,よく切れる新 しい刃に安 く交換できることで ,
年間 400万枚を売る。
画期的な商品とな り,
主な輸出先は,アメリカ・ ヨーロッパ各国・
三本市では,三木金物産業の振興 と発展を図
を制定 している。
・三木金物のヒッ ト作 として,永尾駒製作所の
肥後守
⑪三木金物をいろんな人に知つて買つて
・古今の大工道具 0鍛冶道具を展示 し,
台湾・東南アジア諸国である。
るため,「三木金物ニューハー ドウェア賞」
【法・政策】
「肥後守」と岡田金属工業所の「ゼットソ
ゼ ットソー (替え刃式鋸 )
もらうために,方策をたてていること。
三木金物の伝統を後世に伝えるための施設 として
‐
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?
?
?
「金物資料館」がある。
「道の駅三木」金物展示館では,市内のメーカーや卸など約 110社が三木金物約 2万～3
万点を売つてお り,全国への情報発信 とPRを行つている。
「道の駅三木」に併設 している「三木市立かじやの里メッセみき」では,三木金物販売促
進のためのさまざまなイベン トが行われている。
岡田金属工業所では,自社製品のみならず三木の金物の普及を目的に,「木工応援館」と
い う手作 り工房を開館 している。
「木工応援館」では,素人でも,会員になるとプロの指導を受けながら,三木の金物を使
って家具をつ くることができる。
・小工場主が協力 して建設 したアパー ト式の共同工場 として,「三木金属工業センター」が
ある。
三木市には,伝統工芸士として認められた鍛冶が 17名いる。兵庫県には,「播州そろば
ん」「播州毛鉤」をあわせて 57名いる。
三木金物のシンボル として,「金物鷲」がある。金物 2953点を使用 した 「金物鷲」は現
在 3代目で,三木市役所に展示 している。
三木金物の販売促進を目的として,「金物戦隊カナモンジャー」とい うキャラクターがつ
くられている。
三木市旗の由来は,紺地に自で曲尺を組み合わせて図案化 したもので,曲尺は金物を表
している。
三木金物は 日本だけでなく,北米・欧州・オセアニア 。東南アジアなどの海外にも輸出
されている。
。毎年 11月の第 1土日には,「三木金物まつ り」が開催 され,多くの人でにぎわつている。
金物鷲 金物戦隊カナモ ンジャー 三本市旗
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戦国時代に生まれた信長・秀吉・家康の3人の武将の働きによつて,全国は統一 される。
信長は,前例や旧来の風習にとらわれることなく,積極的に新 しい考え方を取 り入れ
いる。鉄砲の大量導入・ キリス ト教の保護に加え,城下町の経済活動の活性化を目的と
た 「楽市楽座令」は,当時としては斬新な政策である。信長の跡を継いだ秀吉は,武士カ
農民たちを支配する仕組みを完成 させるため「検地Jと f刀狩令」 とい う2大政策を打ち
出し,念願の全国統一を果たす。秀吉死後,家康 (徳川幕府)は,よリー層の支配体制
強化を図るため,参勤交代制度などを定めた武家諸法度や身分制度の確立,鎖国政策を
ち出し,徳川幕藩体制の長期安定化の礎を築いている。
織国家の家臣として,中国攻めにあたつていた秀吉が播磨に侵攻 した際,三木合戦が
こる。合戦後,秀吉は,免税政策を打ち出 した制札を掲げ,人々 の呼び戻 しと二木町の復
興,ならびに経済活動の活性イヒを図つた結果,多く大工職人が当時の三木町に移 り住み ,
免税政策はその後の江戸時代にも継続 され,三木金物の発展へ とつながることになる。
(2)第6学年単元「天下統一と三木合戦」の知識目標
①織田信長は,安土城 を築き,大量の鉄砲を使つた り,楽市 0楽座などの新 しい法 (政策 )
を取 り入れた りして,全国の統一を目指 したこと。
・織田信長は,尾張の一武将である。
・桶狭間の戦いで,今川義元を破っている。
・桶狭間の戦い以降,様々 な戦いに勝ち,室町幕府を滅ぼ している。
・長篠の戦いでは,大量の鉄砲を使用 して,武田軍を破つている。
・天下統すの拠点として安土城を築いている。
・安土城下で楽市楽座令を出 し,商人や職人に対する画期的な優遇 を図つた結果,安土の
城下町は栄えている。                       【法 0政策】
・仏教勢力の対抗手段 として,キリス ト教を保護 し,安土城下ではセミナリオ (神学校)
の設立も許可している。
・南蛮文化に興味を持ち,南蛮貿易を奨励 している。
・京都の本能寺において,家臣の明智光秀に襲われ戦死している。
②信長のあとを引き継いだ豊臣秀吉は,大阪城を築き,検地や刀狩などの新しい法 (政策 )
を取 り入れ,全国を統一したこと。
・低い身分出身であった豊臣秀吉は,織田信長の家臣として仕えている。
・信長の死後,後継者 となり,全国を統一する。
・全国統一の拠点として,大坂城を築いている。
・全国的規模で「検地」を実施 し,大名知行制を確立する。        【法 。政策】
0「刀狩令」を出し,兵農を分離させ,農民に耕作に専念させている。    【法 。政策】
・関白となり,朝廷から「豊臣」姓を受けている。
・晩年には,中国 (明)を征服 しようと二度の朝鮮出兵を行つている。
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③徳川家康は秀吉の死後,征夷大将軍とな り,江戸幕府を開いたこと。
・三河の小大名の子 として生まれている。
・幼年期は,周辺大名の人質 として過 ごしている。
・「海道―の弓取 り」 と呼ばれるほど,戦いが上手である。
・秀吉の死後,関ヶ原の戦いに勝利 した後,朝廷から征夷大将軍に任命 されている。
・江戸幕府を開き,支配体制を整えている。
・大坂の役 (大坂冬の陣,夏の陣)で,豊臣家を滅ば し,徳川家の支配体制を固めている。
④江戸幕府が,武家諸法度をつ くつて参勤交代の制度などを定めたことによつて,将軍 と
大名の関係が,主君 と家臣の関係であることが明確化 されたこと。    【法・政策】
・武家諸法度 とは,江戸幕府が大名 を統制するために定めた法令である。
・参勤交代 とは,大名を一年 ごとに江戸 と自領を行 き来させ る制度である。
・参勤交代の制度は,三代将軍家光の時代に出された武家諸法度寛永令によつて,義務付
けられている。
・参勤交代における旅費や,江戸における居住地などの維持費などは,すべて各大名が負
担 している。
・参勤交代制度によつて,各大名の財政的負担は大きく,幕府に反旗を翻す ことが難 しく
な り,江戸幕府の長期存続の原因となつている。
⑤江戸幕府は,身分制度を整え,百姓や町人などを支配 したこと。【法・ 政策】
・江戸時代の社会は,武士をは じめ,百姓や町人などの様々な身分の人々によつて構成 さ
れている。
・江戸時代の社会は,身分によつて,職業や住む場所,税の負担が決められている。
・江戸時代では,武士や町人は政治や経済の中心である城下町に集められている。
・江戸時代の都市には,城下町・門前町・宿場町 。鉱山町などがある。
・百姓は,人日の約 80%を占め,名主 (庄屋)を中心に, 自分たちで村 を運営 している。
・幕府や藩は,五人組 とい う制度を作つて,年貢を納めさせた り,力仕事 (役)をさせた
りしている。
・百姓や町人 とは別に,厳しく差別 されてきた身分の人々が存在 し,これ らの人々は,農
業や手工業,芸能,治安などの仕事を担つている。
・「慶安御触書」によつて,江戸幕府 (武士)は農民に耕作を強制 し,生活の統制を図つて
いる。
・天皇・公家に対 して 「禁中並公家諸法度」を出 し,天皇の行動を規制す るなど,幕府は
朝廷を支配 している。
⑥江戸幕府は,キリス ト教を禁止 し,鎖国を行つて,貿易の利益をほぼ独 占したこと。
【法・政策】
。江戸幕府は当初,大名や商人に朱印状を与えて,外国との貿易を保護 している。
・外国の貿易船に乗つてきた宣教師たちの布教により, 日本国内のキリス ト教信者が増加
している。
・江戸幕府は,「神の下ではみな平等である」とい う教えのキリス ト教が広まれば,身分制
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度が崩れることを恐れている。
。江戸幕府は,キリス ト教の禁止,宣教師や貿易船の出入 り制限, 日本人の海外渡航 0帰
国を禁止 している。
・九州で起こつたキリス ト教信者による「島原・天草一揆」には,江戸幕府は大軍を送つ
て抑えている。
・「島原・天草一揆」後は,絵踏みを取 り入れ,厳しくキ リス ト教を取 り締まつている。
・貿易相手を,キリス ト教を広める恐れのないオランダと中国に限定 している。
・貿易船の出入 りを,長崎の出島に限定 し,利益を幕府が独占できるようにする。
⑦三木合戦後,秀吉によつて免税政策が出 され,多くの大工・ 鍛冶職人が移住 したこと。
・三木合戦 とは,1578(天正 6)年3月から1580(天正 8)年1月までの織田氏 と二木城
主別所氏との合戦である。
・天下統一を目指す織 田信長が,中国の毛利攻めを家臣の羽柴秀吉に命 じ,播磨に進行 さ
せている。                            (当時の情勢 )
当初,別所氏は織田方につ くことを約束 していたが,最終的に毛利方についた ことによ
り,合戦は始まる。                           (原因 )
織田方 (秀吉)は,三木城攻略のために平井山に本陣を置き,付城で包囲し,兵糧攻め
を行つている。                             (戦略)
別所長治は,城内の兵や領民の命を救 うため,自刃 し開城 している。     (結果 )
朱子学の祖 といわれる藤原慢嵩は,三本市細川町桃津の屋敷で生まれるが,三木合戦の
際,別所側に屋敷を焼かれ,京に逃れている。
0戦後,秀吉は免税政策の制札を出している。              【法・政策】
・制札の内容は,①三木町に来住する者の諸役免除,②債務 (借銭,借米,年貢米)関係
の破棄,③地子銭の免除などの5箇条がある。             【法 。政策】
。三木合戦後城主となつた羽柴秀吉が,免税政策を打ち出した制札を掲げたのは,人々 の
呼び戻しを図 り,三木町を復興させ,経済活動を活性化させるためである。【法・政策】
・秀吉が制札を掲げ,人々 の呼び戻しを図つたところ,三木町に大工職人や鍛冶職人が移
住 している。                            【法・政策】
。秀吉は,合戦後城下町を造成 し,家屋 514軒を建てて,両替町,呉服町,紺屋町,磨屋
町り鉄砲町,弓町などをつくつている。
秀吉は,湯の山街道,姫路街道を主街道 とし,城下に 13か寺を許可 し建立する。
秀吉は,三木合戦以降,三木町の職人を保護 し重用 している。例えば,大坂城建造では
三木町の瓦職人を,朝鮮攻略では鋳物師を使つている。  、
1619(天和五)年,三木城が明石に移されたことによつて,三木の町は城下町から宿場
町へ と変わつている。
参勤交代が行われるようになると,三木の町は行列の通過点となつたが,天保時代にな
ると本陣茶屋ができ,宿場町 としてにぎわつている。
③江戸時代 も,三木の地子免許は続き,三木市は大工職人の町 となつたこと。
・秀吉の治世下において,三木町は永代赦免地であつたが,江戸時代においても継続され
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ている。                              【法 0政策】
・1677(延宝五)年,江戸幕府による赦免取 り消 しの通知が出されたが,岡村源兵衛と大
西与三右衛門による直訴によつて,取り消 されている。         【法・政策】
・三木町諸色明細帳によると,1742(寛保二)年,三木町の職人 295軒の うち大工職人は
140軒で,大工の町 として栄えている。
・三木町諸色明細帳によると,1742(寛保二)年,三木町の鍛冶職人は 12軒である。
・黒国家文書によると,1792(寛政四)年,鋸鍛冶が 39軒であったのが,1805(文化二)
年 50軒,1815(文化十二)年には 79軒と増加 している。
⑨県下各地や畿内に出稼ぎにでるようになつた大工職人の持つている三木金物が,評判に
なつたこと。
・江戸時代,一日行程で行ける地理的利点を活か し,丹波・但馬地方ならびに畿内まで ,
三木大工は出稼ぎにいくようになっている。
・丹波・但馬地方では,三木大工は優れた専門技能者 として,特に堂宮大工として高い評
価を得ている。
・畿内地方では,三木大工は,畿内大工同士内の摩擦をさけて得 られる身近な協力者とし
て重宝がられている。
・三木大工の持つていた大工道具の評価が高まり,三木金物が有名になる。
⑩金物仲買問屋の創業によつて,大坂・江戸の全国市場に進出し,交通・ 輸送網の発達に
ともなつて成長 したこと。
018世紀の半ば (宝暦～天明期)に金物仲買問屋が創業 し,特産品三木金物として成立 し
ている。
・1800年になると,三木～大坂間飛脚が発達 し,諸国からの注文・代金の支払いを行 うよ
うになつている。
・ さらに,三木～高砂間を結ぶ三木川通船が発達 し,大坂 0江戸の全国市場に三木金物が
進出するようになつている。
・明治維新当時は,鍛冶職約 200戸,金物問屋 13軒である。
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(3)第6学年単元「三木市の未来を考えよう」の知識目標
現在,三木市は,人口減少,高齢化,市税収入の減少,財政状況の悪化など様々な課題
を抱えている。三木市 といえば,手引き鋸の全国シェアが 70%を誇るなど,古くから金物
づくりがさかんであるが,この基幹産業 も年々生産が落ち込んでいる。また,建築工法の
変化や安価な中国製品が増えたことによる需要の減少や,後継者不足など解決すべき問題
が山積 している。かつては,三木合戦後に秀吉によつて出 された免税政策によつて,多く
大工職人が当時の三木町に移 り住み,三木金物は発展を遂げている。現在,三木市は,金
物づ くりを担つている市内の中小企業の振興,ひいては市内の経済活動の活性化にむけて ,
様々な政策を打ち出 している。例えば,「三木市中小企業振興条例」の制定や若者世帯の定
住促進のため,固定資産税 0都市計画税の一部助成,「ひ ようご情報公園都市」への企業誘
致などが具体的な政策である。古今を問わず,為政者 (首長)は,領土内 (市町村)の居
住者の増加や経済活動の活性化のために,各種税 を免除す る政策をとる。 さらに,経済活
動の活性化を図ることは,国家 (自治体)を統括す るための基本原則であり,免税政策は
その典型的な例である。
①三本市の人 口は,減少傾向にあること。
・平成 17年度から,年間約 500人ずつ減少 している。
・平成 25年4月現在で,80,828人である。
・平成 30年度には,約76,000人になる見込みである
。未婚率が高く,県平均を上回つてお り,出生率も低下 している。
・20～34歳の転出が多 く,就職・結婚を機に市外で転出 していることが考えられている。
②三本市は,人口に占める子 どもの割合が低 く,高齢者の割合が高いこと。
・隣接 している小野市 と比較すると,子ども (0～19歳)の割合が低 く,高齢者 (65歳以
上)の割合が高いとされている。
・平成 25年1月現在,高齢化率は 26.2%で4人に 1人が高齢者 となつている。
・今後,さらなる高齢化が進展 していくことが考えられている。
・農村地域では,幼稚園・小学校の統廃合が進んでいる。
③三木市内の産業・ 雇用情勢は厳 しく,基幹産業である三木金物の生産が落ち込んでい る
こと。
・市内総生産 (人口 1人あた りの市内総生産)が293万円で,北播磨 5市(小野市 。加東
市 。西脇市・加西市 。三本市)の中で,唯一県内平均 335万円以下である。県内 29市
の うち 21位。(平成 20年度調査)
・平成 21年度の市内金物関連の事業所数・従業員数・出荷額・輸出額のいずれ も,平成
元年度 と比較すると大幅に下回つている。
・建築工法の変化や,安価な中国製品が増えたことによる需要の減少や,後継者不足な ど
三木金物産業には解決すべき問題が山積 している。
・市内を走る唯一の鉄道である神戸電鉄粟生線の利用者が減 り,廃上の危機にさらされて
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いる。
・神戸電鉄粟生線の利用者減少の最大の原因は,マイカーやバス路線に利用者が流れたこ
とで,神戸電鉄の赤字額は年間 10億円に膨れ上がっている。
・三木市では神戸市,小野市などと協力 して神戸電鉄栗生線活性化協議会 をつくり,その
存続にむけての取 り組みを行つている。
④三木合戦後,秀吉によつて免税政策が出され,三木に多 くの大工・鍛冶職人が移住して
きたこと。
・三木合戦 とは,天正 6年(1578)3月から天正 8年(1580)1月までの織田氏 と三木城
主別所氏 との合戦である。
・天下統一を目指す織 田信長が,中国の毛利攻めを家臣の羽柴秀吉に命 じ播磨に進行させ
ている。
・当初,別所氏は織田方につ くことを約束 していたが,最終的に毛利方についたことによ
つて始まつている。
・織田方 (秀吉)は,三木城攻略のために平井山に本陣を置き,付城で包囲し,兵糧攻め
を行つている。
。長治は城内の兵や領民の命を救 うため,自刃 し開城 している。
・戦後,秀吉は免税政策の制札を出している。              【法・政策】
・制札の内容は,①三木町に来住する者の諸役免除,②債務 (借銭,借米,年貢米)関係
の破棄,③地子銭の免除などの5箇条がある。             【法・政策】
・三木合戦後,城主となつた羽柴秀吉が,免税政策を打ち出した制札を掲げたのは,人々
の呼び戻しを図り,三木町を復興させ,経済活動を活性化させるためである。【法 0政策】
・秀吉が制札を掲げ,人々 の呼び戻 しを図つたところ,三木町に大工職人や鍛冶職人が移
住 している。                            【法 。政策】
⑤江戸時代も,三木の地子免許は続き,三木市は大工職人の町となつたこと。
・秀吉の治世下において,三木町は永代赦免地であつたが,江戸時代においても継続され
ている。                              【法 。政策】
0延宝五年 (1677年),江戸幕府による赦免取り消 しの通知が出されたが,岡村源兵衛 と
大西与三右衛門による直訴によつて,取り消されている。
・寛保二年 (1742年),三木町の職人295軒のうち大工職人は 140軒で,大工の町として
栄えている。
⑥県下各地や畿内に出稼ぎにでるようになつた大工職人の持つている三木金物が,評判に
なつたこと。
・江戸時代,一日行程で行ける地理的利点を活かし,丹波・但馬地方ならびに畿内まで ,
三木大工は出稼ぎにいくようになつている。
・丹波 。但馬地方では,三木大工は優れた専門技能者として,特に堂官大工として高い評
価を得ている。
・畿内では,三木大工は,畿内大工同士の摩擦をさけて得 られる身近な協力者として重宝
がられている。    |
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・三木大工の持つていた大工道具の評価が高ま り,三木金物が有名になつている。
⑦金物仲買問屋の創業によつて,大坂 0江戸の全国市場に進出し,交通・輸送網の発達に
ともなつて成長 したこと。
018世紀の半ば (宝暦～天明期)に金物仲買問屋が創業 し,特産品三本金物として成立 し
ている。
・1800年になると,三木～大坂間飛脚が発凄 し,諸国からの注文・代金の支払いを行 うよ
うになつている。
・ さらに,三木～高砂間を結ぶ三木川 (美嚢川)通船が発達 し,大坂 0江戸の全国市場に
三木金物が進出するようになつている。
・大正時代には,舟運に替わ り三木～加古川間を結ぶ播州鉄道 (三木鉄道)が開通 し,金
物 も輸送されている。
③三木市は「三本市中小企業振興条例」を制定 し,この条例 を受けたアクションプランに
よつて,市内総生産額の増加を目指 していること。           【法・政策】
・三本市は,企業の経営の革新,経営基盤の強化,創業の促進のため,中小企業診断士な
どの専門の相談員による支援体制を整備 している。
・三木市は,市内の新たな産業を創出するため,新規創業・新規事業に挑戦する起業家を
支援 してし,ヽる。
・三木市は,企業の技術力,経営力の高度化を促進するため,新製品・新素材の開発に必
要な経費の一部を補助 している。
・三木市は,企業の社会経済情勢の変化への適応 を円滑化にするため,低金利での資金貸
付等による経営の充実を支援 している。
・三本市は,企業の情報収集,発信を促進するため,産業見本市や出展に必要な費用の補
助をしている。
・三木市は,雇用の安定,人材の育成のため,ワー クライフ・バランスの普及,啓発を推
進 している。
⑨三木市は,若者世帯の定住促進のため,固定資産税・都市計画税の一部助成をしている
こと。                               【法・政策】
・三本市は,市内に定住することを目的に,住宅を新築,または購入 した 40歳未満の夫
婦を対象に,固定資産税・都市計画税の一部助成 をしている。
・三本市は,延床面積 50ぽ以上 280ぽ以下の家屋に対 して,固定資産税 と都市計画税の
一部を負担 している。
・固定資産税 とは,保有する固定資産に課税 される地方税である。その固定資産 を保有す
る市町村に納めている。
・都市計画税 とは,地方税法により,都市計画区域内の土地 0建物に市町村が条例で課す
ことのできる税金である。
⑩三木市は,ひようご情報公園都市への企業誘致を行い,地域経済の活性化を図つている
こと。                               【法・政策】
・ひょうご情報公園都市は,ものづ くり関連企業,情報関連企業,流通関連企業等が集積
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す る新産業創造拠点の形成をめざして,2003年に造 られている。
・ひょうご情報公園都市は,緑豊かな自然環境 と,恵まれた高速交通基盤,大都市に近接
している立地特性等を生か して,造られている。
・ひょうご情報公園都市は,山陽自動車道三木東ICから三木JCTにかけての 390haの
用地にある。
・優遇制度 として,固定資産税・都市計画税の全額助成,雇用助成,水道・電気料金の助
成が挙げられている。
・現在 15企業が立地 してお り,平成 24年には,市長 自らの トップセールスで外資系企業
の誘致に成功 している。
①三木市は,医師不足で赤字経営が続 く三木市民病院を廃止 し,小野市 とともに北播磨総
合医療センターを建設 したこと。
・ 北播磨総合医療センターは,神戸大学医学部 との連携により,三木市民病院と小野市民
病院 とが統合 されている。
・北播磨総合医療センターは,病床数 450床,地上 7階,塔屋 2階,ヘリポー トを備える
県内でも6番目に大規模な病院である。
・北播磨総合医療センターは,小野市に建設 され,通院手段 として,シャ トルバスを両市
とも運行 している。
・神戸電鉄を利用 しての通院のため,最寄 りの駅 と医療セ ンター とを結ぶバスを運行 して
いる。
前述 した小学校社会科授業モデル開発の視点及び,設定 した二つの単元の知識 目標をも
とに構築 したのが,図6「法教育」を視点にした小学校社会科授業の開発モデル図である。
また,このモデル図に したがつて,三つの単元の知識 目標の構成を示 したのが,図7 第
3学年単元 「工場の仕事‐三本市金物のひみつ‐」の知識 目標の全体像,図8 第 6学年単
元 「天下統一 と二木合戦」の知識 日標の全体像,図9 第 6学年単元 「三木市の未来を考
えよう」の知識 目標の全体像である。
これ らをもとにして,授業モデルを開発 していく。
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(羽彙秀吉による制札)
○領民の帰住
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法 (政策)
h税政策|
○企業誘致
O若者世代の定住の促進
…壼わり 聡あ ・¨
国家を綺括するための基本原則
○経済活動の活性化
・公共事業 。景気対策
図6 「法教育」を視点にした小学校社会科授業の開発モデル図 筆者作成
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0自然的条件
①古代から播磨では,鉄が産出されており,二本はその産地から近い位置にあつたこと。:資本・技術】
②江戸時代,三木は,丹波・但馬地方や畿内ヘー 日行程で行くことのできる位置にあつたこと。【交通・輸送:
③三本を流れている三本川 (美卿 :|)通船によつて,三木金物は,全国へと流通していつたこと.I交通・輸送】
0社会的条件
④三木には,日原大工と呼ばれる優れた大工職人が存在し,その弟子たちが多く住んでいたこと。:労働力。人材】
⑤古代から播磨の国では,朝鮮系の製鉄技術を持つ渡来人がいたこと。【資本・技術】
⑥三木合戦後,秀吉によつて免税政策が出され,三木に多くの大工。鍛冶職人が移住してきたこと。【法。政策】
⑦県下各地や畿内に出稼ぎにでるようにならた大工職人の持つている三木金物が,評判になつたこと。【法・政策】
③金物仲買問屋の創業によつて,大坂。江戸の全国市場に進出し,交通・輸送綱の発達にともなって成長したこと。:交通・輸送l
く,暉嘔醐険
0伝統に培われた製品づくり
③明治以降,材料を変え,切れ味を良くするなど三木金物の生産技術は発達していつたこと。【資本・技術:
0新製品の開発
⑩現在では,中小工場だけでなく大工場で新しい製品がたくさんつくられており,販売網も世界へと広がつていること。1資本・技術】
0販路の拡大
①三木金物をいろんな人に知って買つてもらうために,方策をたてていること。【資本。技術】
図7 第3学年単元「工場の仕事一三木市金物のひみつ一」の知識目標の全体像 筆者作成
… …・… 。…新しい発想 (基盤づくり
①織田信長は,安土城を築き,大量の鉄砲を使つたり,
楽市・楽座などの新しい法 (政策)を取り入れたり
して,全国の統一を目指したこと。
?
?
?
?
②信長のあとを引き継いだ豊臣秀吉は,大阪城を築き,
検地や刀狩などの新しい法 (政策)を取り入れ 全
国を統一したこと。
nJll家康は,秀吉の死後,征夷大将軍となり,江戸
幕府を開いたこと。
④江戸幕府が,武家諸法度をつくつて参勤交代の制度
などを定めたことによって,将軍と大名の関係が,
主君と家臣の関係であることが明強化されたこと.
⑤江戸幕府は,身分制度を整え,百姓や町人などを支
配したこと。
③江戸幕府は,キリスト教を禁止し,鎖国を行つて,
貿易の利益をほぼ独占したこと。
図8 第6学年単元『天下統一と三木合戦J の知識目標の全体像 筆者作成
④三木合戦後,秀吉によつて免税政策が出され,多くの
大工・鍛冶職人が移住したこと。
⑤江戸時代も=二本の地子免許は続き,三本市は大工職
人の町となつたこと。
③県下各地や畿内に出稼ぎにでるようになつた大工職人
の持つている三木金物が,評判になつたこと。
①金物仲買問屋の創業によつて,大坂。江戸の全国市場
に進出し,交通・輸送網の発達にともなつて成長した
?
??
?
①三本市の人口は,減少傾向にあること。
②三木市は,人口に占める子どもの割合が低
く,高齢者の割合が高いこと。
③三本市内の産業・雇用情勢は厳しく,基幹産
業である三木金物の生産が落ち込んでいる
こと。
図9 第6学年単元 r三本市の未来を考えようJの知餞目標の全体像
O二本市は「三本市中小企業振興条例」を制定し.この
条例を受けたアクションプランによつて,市内総生産
額の増加を目指していること。
⑨三木市は,若者世帯の定住促進のため,固定資産税・
都市計画税の二部助成をしていること。
⑩三木市は,ひょうご情報公園都市への企業誘致を行い,
地域経済の活性化を図つていること。
①三本市は,医師不足で赤字経営が続く三本市民病院を
廃止し,小野市とともに北播磨総合医療センターを建
設したこと。
筆者作成
2 単元展開の概要
(1)第3学年単元「工場の仕事一三木金物のひみつ一」の展開の概要
次
(時)
?
? 主な問い 主な教授 。学習活動 子 どもが獲得可能な認識内容
1
(2)
?
?
?
?
?
?
?
○ 「三木金物」か
ら何をイメージ
しますか。
三木金物には ,
どんな種類があ
るのだろ う。
三木金物には ,
どんな良さがあ
るのだろう。
三木金物は, ど
こで, どのくら
い生産されてい
るのだろう。
三木市
三木金物の実物
を提示 し,発問
する。【資料 1】
各 自で 「問い」
を引き出 し,ウ
ェッビング図に
表出する。
グループで意見
交換 して,「問
い」を組織化 し
ていく。
○三木金物には,鋸,錫,のみ,飽
などさまざまな種類がある。
(種類)
○三本市には金物資料館がある。
○三木市内のたく
られている。
(金物の歴史)
さんの工場でつ く
○肥後守 といわれるナイ
(生産方法 )
フが有名で
ある。
○三木金物は,その切れあじのよさ
で有名である。     (性能 )
○毎年,11月には「三木金物まつ り」
が開かれている。  (販売方法 )
ご,なぜ,金物づ くり ドさかんになったのか。
ウェッビング法の活用の目的は,三木金物の実物を観察 し三木金物に対する連
想的拡張によつて,学習問題の成立を図ることである。
ウェッビングによる 「問い」の組織化の結果,「生産方法」・「販売方法」な ど
のマーケテイング・ミクスや地理的な視点に位置づけてキーワー ドを獲得 し,追
究視点を明確にする。
○三木金物が ,
全国的に有名
であるひみつ
を調べよう。
・全国シエアの
高いのこぎり
はどのように
して生産され
ているのだろ
う。
・三木では,い
つごろから金
T:共通の学習問題を
確認 し,個の学習
問題を調べていく
いことを指示す
る。
P:調べる。
(各自,インターネ ッ
トや副読本,資料集 ,
図鑑,事典などで調
べ活動を行い,利用
できそ うな資料はコ
ピーする。)
○地域の生産活動を成立させてい く
ためには,必ず地域の特性を活か
した理由が存在 している。
○のこぎりの原料 となる鋼は外国産
(スウェーデン)を使つている。
○のこぎりには,刃を交互に外側に
曲げる「あさり」 とい う技術が使
われている。(技術開発)
○ 「あさり」によつて,木とのこぎ
りとの抵抗が少なくなつた り,木
暦が外へ出やす くなつた りして作
業効率があがる。
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○刃の先に焼 き入れをして,刃を固
くする工夫がされている。
○古代から,播磨の国では鉄が産出
されている。 (原材料 )
○古代から,播磨の国では朝鮮系の
製鉄技術を持つ渡来人がいる。
(技術)
05世紀中ごろ,韓鍛冶 と大和鍛冶 と
の技術交流が三木金物の起源 とさ
れている。
○鍛冶技術の発達 と共に, 日原大工
と呼ばれる優れた大工職人が存在
し,その弟子たちが三木町に住ん
でいる。
○三木合戦によつて荒廃 した三木町
の復興のため,城主となつた羽柴
秀吉が,免税政策 を打ち出 した制
札を掲げ,人々 の呼び戻 しを図る。
(法`政策 )
○制札により,復興のため多 くの大
工職人や鍛冶職人が三木町に移住
する。
○江戸時代 も,歴代領主による地子
免許状が出され続け,多くの大工
職人が定住する。  (法・政策 )
○一 日行程で畿内に行けるという地
の利活か して,三木町を拠点に ,
畿内に多 くの大工職人が出稼ぎに
出るようになる。 (自然的条件 )
○大工職人の持つている三木金物が
評判にな り,大工道具を作る鍛冶
職人が増える。 (宣伝効果 )
○金物仲買問屋の創業によつて,全
国市場の大坂・江戸へ進出するよ
うになる。 (販売網の拡大 )
○交通・輸送網の発達を活か して ,
個別に学習成果を
確認する。調べ学
習が進んでいな
い子 どもには個
別にサポー トす
る。
調べた成果は,イ
ラス トやイメージ
図を描いて地域の
イメージを創出す
る。
発問する。
学習成果 として ,
グループ内で,「三
木金物メタファJを
発表する。
発表 しながら,ウ
ェッビング図に表
現する。
物がつくられ
ているのだろ
う。
三木金物がさ
かんにつ くら
れるようにな
つたきつかけ
は何だろう。
三木金物が全
国に流通でき
たのはなぜだ
ろ う。
○なぜ,三木市
では金物づ く
りがさかんな
のか説明 して
みよう。
三木市で,金物づ くりがさかんなのは,〇〇〇〇だからである。
「三木金物メタファ」の事例
三本市で,金物づくりがさかんなのは,
古くから,鉄が産出されたからである。
古くから,製鉄技術や鍛冶技術を
持つ人がいたからである。
三木合戦があつたからである。
羽柴秀吉が免税政策を
行つたからである。
出稼ぎに出た大工職人のおかげである。
問屋の人々の働きが大きいからである。
交通・輸送が便利だからである。
金物づくりは成長 している。
【街道での飛脚便→カロ古川舟運⇒三
木鉄道⇒高速道路】 (流通経路)
調査活動では,調査 してまとめて終わるのではなく,相手に説明する場を設定
する。本段階でのウェッビング法活用の意図は,個々 の問題解決の課程で,答え
=仮説を吟味する目的がある。「三木金物メタファ」の設定によつて,個々 に拡
がつた情報を俯腋できるとともに,論点を明確にすることができる。個に成立 し
た学習問題に対 して,共通の学習問題 として焦点化できるようにする。
3
(2)
?
?
?
?
?
?
??
?
○三木市で,金
物づ くりがさ
かんな理由
は ?
・三木市が,な
ぜ金物づ くり
に適 していた
のだろう。
・三木市では ,
いつごろから
金物がつ くら
れているのだ
ろ う。
○三木金物の生
産が,さかん
になつたきつ
かけは何だろ
う。
・三木金物が ,
全国に流通す
ることができ
たのは,なぜ
だろう。
資料を配布 して ,
発問する。
【資料 2】
資料を参考にして
発表 し,話し合 う。
子 どもたちの意見
を黒板に書 く。 ウ
ェッビング図を描
きながら思考形成
をサポー トする。
既習事項や資料を
関連付けて意見交
換する。
o三木市で金物づ くりがさかんであ
るのは,自然的条件 と社会的条件
が存在 している。
○生産活動をさかんにするために
は,必ず理 由が存在 している。
○三木金物を生産す るための自然的
条件 として,古代から播磨地方に
は鉄が産出されていたとい う事実
がある。 (原材料 )
05世紀中ごろ,韓鍛冶と大和鍛冶 と
の技術交流が三木金物の起源とさ
れている。 (技術 )
○鍛冶技術の発達 と共に, 日原大工
に代表され る優れた大工職人が活
躍 し,その弟子たちが三木市に定
住する。 (需要 )
○三木合戦によつて荒廃 した二木町
の復興のため,城主となつた羽柴
秀吉が,免税政策を打ち出 した制
札を掲げ,人々 の呼び戻 しを図つ
た ところ,大工職人や鍛冶職人が
移住す る。 (法・政策 )
○以後,三木の地子免許は続き,三
木市は大工職人の町となる。
(法・政策 )
○県下をは じめ,畿内に出稼ぎに出
るようになつた大工職人の持って
いる三木金物が評判になる。
(宣伝 )
○三木市は,畿内ヘー 日行程で行 く
Ⅲ60‐
ことのできる位置にある。
(自然的条件)
○金物仲買問屋の創業によつて,全
国市場の大坂 。江戸へ進出し,交
通・輸送網の発達を活か して,成
長 している。
(交通・輸送 )
ウェッビング法活用の場面は,個々 の子 どもが追思考できるための集団思考の
場面である。「三木市で,なぜ金物づ くりがさかんになつたか。」とい う学習問題
に対 して,古代からの鉄の産出地であ り畿内から近いとい う自然的条件や,優れ
た鍛冶技術の存在および発達とい う社会的条件に加え,秀吉が行つた免税政策 と
い う法 (政策)的な視点からの関連付けを行 う。これは,既習事項や経験と新情
報 とを結びつけることで,日に見える形で提示す ることが目的である。
4
(2)
?
?
?
?
?
?
?
○三木金物の生
産が落ち込ん
でいるのはな
ぜだろう。
。なぜ,事業所
数,従業員数 ,
出荷額,輸出
額がいずれも
減少 している
のだろう。
○三木金物が元
気になる取 り
組み (法。政
策)を考えて
みよう。
三本市の金物統計
の表を提示 し,発
問する。
【資料 3】
予想 し,話し合う。
T:前時までの学習を
振 り返つた り,三
木市や他市が実施
している取組を提
示 したりして,発
問する。
【資料4-①,②】
P:考え,グループで
意見交換 し,解決
策をまとめ発表す
る。
○首長は,市町村の居住者の増加や
経済活動の活性化のために,各種
税 を免除す る政策 をとる。
○三木金物に関わる人が年々減少す
るとともに,高齢化の問題 も深刻
である。
○ほとんどが中小企業である三木金
物の事業所を支援するための法
(条例)が制定されるなどの取組
が始まつている。
○岐阜県関市では,新製品の開発に
かかる費用を援助する取組を行つ
ている。
○昔も今も,免税などの法 (政策)
によつて,経済活動の活性化を図
ることは,自治体 (領土内)を統
括するための基本原則である。
学習問題の発展段階では,内容的に質の高い思考を行えるように,三木金物を
支える社会的条件の中でも「法 (政策)」 という視点をクローズアップし,学習
内容を発展させる。学習した成果は,第6学年での歴史 0政治学習へとつなげる
こととする。
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(2) 第6学年単元「天下統一と二木合戦」の展開の概要
次
(時)
?
? 主な問い 主な教授・学習活動 子どもが獲得可能な認識内容
1
(1)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
○この 4人は誰
でしょう。そ
して,何をイ
メージします
か 。
・信長,秀吉 ,
家康の 3人は
何を目指 して
いたのだろう
力)。
・ 信長 は全 国の
統一を目指 し
てどんなこと
をしたのだろ
う。
・秀吉は全国を
統一す るため
にどんなこと
をしたのだろ
う。
・家康はどんな
ことをして ,
全国の支配を
成 し遂げたの
だろう。
・別所長治 と他
の二人の武将
とは, どんな
関係があるの
だろう。
信長,秀吉,家康
別所長治の 4人
の肖像画を提示
し,発問する。
【資料 51
各 自で「問い」を
引き出 し,ウェッ
ビング図に表出
する。
グループで意見交
換 して,「問い」を
組織化 していく。
○為政者 (首長)は,領地 (国家)
を統括す るために,様々 な法(政
.策)を出 し,その法 (政策)に
は必ず何 らかの意図がある。 ′
○信長は,安土城 を築き,大量の
鉄砲を使つた り,楽市 0楽座な
どの新 しい法 (政策)を取 り入
れた りして,全国統一を目指す。
○信長のあとを引き継いだ秀吉
は,大阪城を築 き,検地や刀狩
などの新 しい法 (政策)を出し,
全国を統一する。信長の家臣と
して,三木城 を攻め落 としたの
は秀吉である。
○家康は秀吉の死後,征夷大将軍
とな り,江戸幕府を開いた。江
戸城を拠点として,幕府による
政治の基礎を固める。
3人の武将は , どのような法 (政策 )
全
を出して ,
国統一をめざしたのだろう。
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ウェッビング法の活用の目的は,武将の肖像画を観察 し,各武将に対する
連想的拡張によつて子学習問題の成立を図ることである。ウェッビングによ
る「問い」の組織化の結果,信長,秀吉,家康の 「法 (政策 )」 的な視点に
位置づけてキーワー ドを獲得 し,追究視点を明確にす る。なお,ここで成立
した学習問題は,第3次において成立する学習問題の解決に向けての知識習
得を目的 としたものである。
2
(2)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
03人の武将は ,
どのような法
(政策)をだ
して,全国を
統一 しようと
したのだろ
う。
・豊臣 (羽柴 )
秀吉とは,ど
のような人物
で,どんな法
(政策)を出
したのだろ
う。
・秀吉の主君で
あつた織田信
長 とは,どの
ような人物
で,どんな法
(政策)を出
したのだろう
・信長と同盟関
係にあつた徳
川家康 とは ,
どのような人
物で, どんな
法 (政策)を
出したのだろ
う。
T:共通の学習問題を
確認 し,個の学習問
題を調べていくい
ことを指示する。
【資料 6】
、P:調べる。
(各自,インターネ ッ
トや資料,図鑑,事
典などで調べ活動
を行い,利用できそ
うな資料はコピー
す る。)
T:個別に学習成果を
確認する。調べ学
習が進んでいない
子 どもには,個別
にサポー トする。
P:調べた成果は,イ
ラス トやイメー
ジ図を描いてそ
れぞれの人物の
イメージならび
に相関関係を創
出する。
○為政者 (首長)が打ち出す法 (政
策)には,何らかの意図がある。
○信長は,安土城を築き,大量の
鉄砲を使つた り,楽市・楽座な
どの新 しい法 (政策)を取 り入
れたりして,全国統一を目指 し
たが,家臣の明智光秀によつて
本能寺で暗殺 される。
・楽市 。楽座によつて,商業が発
達 し,商人から売上税を徴収で
きるようになる。
・ キ リス ト教布教の許可により,
南蛮貿易がさかんにお こなわれ
るようになり,鉄砲や火薬 。た
まの原料が輸入できるよ うにな
つた。その結果,寺社勢力を押
さえることが可能になる。
○信長のあとを引き継いだ秀吉
は,大阪城を築き,検地や刀狩
な どの新 しい法 (政策)を出し,
全国を統一する。信長の家臣と
して,三木城を攻め落 としたの
は秀吉である。
・検地によつて,税収 (年貢米)
が安定 し,戦時下の兵糧米の安
定供給が可能になる。
・刀狩にようて,大名 ら武家に奉
公するもの (兵)と,奉公せず
耕作に従事する百姓 (農)とに
区別 され る。
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○家康は秀吉の死後,征夷大将軍
となり,江戸幕府 を開く。
・武家諸法度によつて,将軍と大
名の関係が,主君 と家臣の関係
であることが明確化され る。
。キ リス ト教の禁止によつて,江
戸幕府による支配体制の強化が
なされる。
・鎖国によつて,幕府による貿易
独 占が可能になる。
3
(2)
?
?
?
?
?
?
?
○ 「三木合戦」
を知つていま
すか。
三木合戦は ,
なぜ起こつた
のだろう。
三木合戦は ,
誰 と誰がどの
ように戦つた
のだろう。
三木合戦の結
果はどうなつ
たのだろう。
「三木合戦」の資
料を提示 し,発問
する。
【資料 7】
各 自で「問い」を
引き出 し,ウェッ
ビング図に表出
する。
グループで意見交
換 して,「問い」を
組織化 していく。
○三木合戦 とは,天正 6年に578)
3月から天正 8年(1580)1月
までの織 田氏と三木城主別所氏
との合戦である。
・天下統一を目指す織田信長が ,
中国の毛利攻めを家臣の羽柴秀
吉に命 じ播磨に進行させ る。(情
勢 )
0当初,別所氏は織田方につくこ
とを約束 していたが,最終的に
毛利方についたことによつて始
まる。 (原因)
・織 田方 (秀吉)は,三木城攻略
のために平井山に本陣を置き,
付城で包囲 し,兵糧攻めを行 う。
(戦略)
。長治は城内の兵や領民の命を救
うため,自刃 し開城する。(結果)
・戦後,秀吉は免税政策の制札を
出す。 (法・政策)
なぜ,秀吉 1免税政策を出したのか その効果はあつたのか。
ウェッビング法の活用の目的は,武将の肖像画を観察し,各武将に対する
連想的拡張によつて,学習問題の成立を図ることである。ウェッビングによ
る「問い」の組織化の結果,秀吉の「法 (政策)」 的な視点に位置づけてキ
ーワー ドを獲得し,追究視点を明確にする。
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学習
問
題
の
追
究
〇秀吉が,免税
政策の制札
を出した理
由と,その効
果をしらベ
てみよう。
・制本Lは,どん
な内容だつ
たのだろう。
○なぜ,秀吉は
免税政策を出
したのか説明
してみよう。
T:共通の学習問題 を
確認 し,個の学習問
題 を調べてい くいこ
とを指示す る。
PI調べる。
(各自,インターネ ッ
トや資料,図鑑,事
典な どで調べ活動 を
行い,利用できそ う
な資料はコピーす
る。)
個別に学習成果を
確認する。調べ学
習が進んでいない
子 どもには,個別
にサポー トする。
調べた成果は,イ
ラス トやイメージ
図を描いてそれぞ
れの人物のイメー
ジならびに相関関
係 を創出する。
発問す る。
学習成果 として ,
グループ内で,「秀
吉メタファ」を発
表す る。
発表 しなが ら,ウ
ェッビング図に表
現する。
○為政者 (首長)は,領土内 (市
町村)の居住者の増加や,経済
活動の活性化のために,各種税
を免除す る政策をとる。
○制札の内容は,①三木町に来住
す る者の諸役免除,②債務 (借
銭,借米,年貢米)関係 の破葉 ,
③地子銭の免除など5箇条であ
る。
○三木合戦後城主 となつた羽柴秀
吉が,免税政策を打ち出 した制
札を掲げたのは,人々 の呼び戻
しを図 り,三木町を復興 させ ,
経済活動 を活性化 させ るためで
ある。
○秀吉が制札を掲げ,人々 の呼び
戻 しを図つたところ,三木町に
大工職人や鍛冶職人が移住す
る。
○以後,三木の地子免許は続き,
三本市は大工職人の町 となる。
(江戸中期,三木の職人の約半
数は大工職人)
○復興が落ち着き,県下をはじめ ,
畿内に出稼ぎに出るようになつ
た二木の大工職人の持つている
金物が評判になる。
秀吉が免税政策を出したのは,○〇〇〇だからである。
「秀吉メタファ」の事例
秀吉が,免税政策を出 したのは ,
三木町の復興を考えたからである。
領民を呼び戻すためである。
三木町を中国攻めの前線基地にするた
めである。
三木町の商業を,さかんにするためで
ある。
大工職人や鍛冶職人を,呼び戻すため
である。
自分が,これから三木に住むつもりだ
からである。
織由側の政策である楽市・楽座を引き
継いだからである。
調査活動では,調査 してま とめて終わるのではなく,相手に説明す る場を
設定する。本段階でのウェッビング法活用の意図は,個々 の問題解決の課程
で,答え=仮説を吟味する目的がある。「秀吉メタファ」の設定によつて ,
個々に拡がった情報を俯腋できるとともに,論点を明確にす ることができ
る。個に成立した学習問題に対 して,共通の学習問題 として焦点化できるよ
うにする。
?
?
?
?
?
?
?
?
○秀吉が,制札
を出した理
由は?
・合戦前の三木
町は,どんな
町だつたの
だろう。
○制札の効果
はあったの
だろうか。
。その後,三木
町はどうな
ったのだろ
う。
資料を配布 して ,
発問す る。
【資料 208】
資料を参考にして
発表 し,話し合 う。
子 どもたちの意見
を黒板に書く。 ウ
ェッビング図を描
きながら思考形成
をサポー トする。
既習事項や資料を
関連付けて意見交
換する。
○為政者 (首長)は,領土内 (市
町村)の居住者の増加や,経済
活動の活性化のために,各種税
を免除す る政策 をとる。
○三木合戦後城主 となつた羽柴秀
吉が,免税政策 を打ち出 した制
札を掲げたのは,人々 の呼び戻
しを図 り,三木町を復興 させ ,
経済活動 を活性化 させ るためで
ある。
○古代から,播磨では鉄が産出さ
れてお り,朝鮮系の製鉄技術を
持つ渡来人がいる。
(原材料)
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5
(1)
05世紀中ごろ,韓鍛冶 と大和鍛
冶 との技術交流によつて三木金
物が誕生 したとされている。
(技術)
○鍛冶技術の発達 と共に, 日原大
工 と呼ばれる優れた大工職人が
存在 し,その弟子たちが三木町
に住んでいる。 (技術 )
○三木合戦後,江戸時代 も三木の
地子免許は続き,三木市は大工
職人の町 となる。(法・政策)
○三木市を拠点として,県下をは
じめ畿内に出稼 ぎに出るように
なつた大工職人の持つている三
木金物が評判になる。
(宣伝効果)
○三木町は,畿内方面ヘー 日行程
で行くことのできる位置であ
る 。 (地理 )
○三木金物は,金物仲買問屋の創
業によつて,全国市場の大坂・
江戸まで進出 し,交通・輸送網
の発達を活か して,成長 してい
る 。 (交通・輸送)
ウェッビング法活用の場面は,個々 の子 どもが追思考できるための集団思
考の場面である。「なぜ,秀吉は免税政策を出 したのか。その効果はあつた
のか。」という学習問題に対 して,この法 (政策)が織田信長の楽市 0楽座
政策の一環であ り,結果的に金物産業を発展 させる契機 となつたとい う経済
的な視点か らの関連付 けを行 う。これは,既習事項や経験と新情報 とを結び
つけることで, 日に見える形で提示す ることが 目的である。
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(3) 第6学年単元「三木市の未来を考えよう」の展開の概要
次
(時)
?
? 主な問い 主な教授・学習活動 子 どもが獲得可能な認識内容
1
(2)
?
?
?
?
?
?
?
○ 「三木市」か
ら,何をイメ
ージします
か 。
三木市の現状
はどうなつて
いるのだろ
う。
三木市の人 口
は増えている
のだろうか。
三木金物はさ
かんになつて
いるのだろう
か。
三木市
発問する。
【資料 9】
各 自で 「問い」を
引き出 し,ウェッ
ビング図に表出す
る。
グループで意見交
換 して,「問い」を
組織化 していく。
○人 口が年間 500人ずつ減少傾向
にあり,他地域への人 口流出が
日立つ。
○人 口に占める子 どもの割合が低
く,高齢者の割合が高い。
○産業・雇用情勢 も厳 しく,基幹
産業である三木金物の生産も落
ち込んでいる。
○市税収入が減少 し,財政状況 も
悪化 している。
区要だろう。が,元気になるには何が
ウェッビング法の活用の目的は,三木市に対する連想的拡張によつて,学習
問題の成立を図ることである。 ウェッビングによる「問い」の組織化の結果 ,
「人 口問題」,「産業・雇用問題」,「市税収入」な ど地方 自治における経済的な
視点に位置づけてキーワー ドを獲得 し,追究視点を明確にする。
2
(2)
○三木市が,元
気になる取組
を考えてみよ
う。
・過去の歴史に
も,三木市が
元気を取 り戻
した取組はな
かっただろう
か 。
T:共通の学習問題 を
確認 し,個の学習
問題 を調べてい く
いことを指示す
る。
P:調べる。
(各自,インターネ ッ
トや資料集,図鑑 ,
事典 などで調べ活動
を行い,利用できそ
うな資料はコピーす
る。)
○為政者 (首長)が打ち出す法 (政
策)には,何らかの意図がある。
○為政者 (首長)は,領土内 (市
町村)の居住者の増加や,経済
活動の活性化のために,各種税
を免除す る政策 をとる。
○制札の内容は,①三木町に来住
す る者の諸役免除,②債務 (借
銭,借米,年貢米)関係の破棄 ,
③地子銭の免除など5箇条であ
る 。 (法・政策)
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○秀吉が制札を掲げ,人々 の呼び
戻 しを図つたところ,三木町に
大工職人や鍛冶職人が移住す
る。以後,三木の地子免許は続
き,三木市は大工職人の町とな
る。
○やがて,県下をは じめ,畿内に
出稼ぎに出るようになつた大工
職人の持つている三木金物が評
判 となる。その後,金物仲買問
屋の創業によつて,全国市場の
大坂・江戸へ進出 し,交通 。輸
送網の発達を活か して,成長す
る。
○現在の二木市の政策
・三木市中小企業振興条例の制定
。若者世帯の税 (固定資産税・都
市計画税)の免除
金゛物産業の支援
・企業誘致
個別に学習成果を
確認する。調べ学
習が進んでいない
子 どもには個別に
サポー トする。
調べた成果は,イ
ラス トやイメージ
図を描いてそれぞ
れの人物のイメー
ジならびに相関関
係を創出する。
【資料 10】
発問す る。
学習成果 として ,
グループ内で,「三
本市メタファ」を
発表す る。
発表 しなが ら,ウ
ェッビング図に表
現す る。
学
習
問
題
の
追
究
羽柴秀吉が出
した法 (政策 )
とは, どのよ
うな内容だつ
たのだろう。
秀吉が出 した
法 (政策)は
三木市にどの
ような影響を
与えただろう
か。
・現在の三木市
はどのような
取組を行つて
いるのだろ
う。
○どのような法
(政策)をつ
くったら,三
木市は元気に
なるか説明し
てみよう。
三本市が,元気になるには,○○○○が必要である。
三木市メタファの事例
三本市が元気になるには ,
免税政策が必要である。
企業誘致が必要である。
若者世帯での免税対策が必要である。
金物産業への支援が必要である。
中小企業今の支援が必要である。
調査活動では,調査 してまとめて終わるのではなく,相手に説明する場を設
定する。本段階でのウェッビング法活用の意図は,個々 の問題解決の課程で ,
答え事仮説を吟味する目的がある。「三本市メタファ」の設定によつて,個々
に拡がつた情報を俯臓できるとともに,論点を明確にす ることができる。個に
成立 した学習問題に対 して,共通の学習問題 として焦点化できるようにする。
3
(1)
?
?
?
?
?
?
?
?
○三木市が
元気にな
るにはど
うしたら
いいだろ
う。
・過去の歴
史で,前
例はなか
っただろ
うか。
○三木市
は,どん
な法 (政
策)を出
せばいい
のだろ
う。
資料を配布 して,発
問す る。【資料 11】
資料を参考にして発
表 し,話し合 う。
子 どもたちの意見を
黒板に書く。 ウェッ
ビング図を描きなが
ら思考形成をサポー
トする。
既習事項や資料を関
連付けて意見交換す
る。
○三木合戦後城主となつた羽柴秀吉
が,免税政策を打ち出した制札を
掲げたのは,人々 の呼び戻 しを図
り,三木町を復興 させ,経済活動
を活性化 させるためである。
○三木合戦以後,三木の地子免許は
続き,三木市は大工職人の町とな
つた。その後,県下をは じめ,畿
内に出稼ぎに出るようになつた大
工職人の持つている三木金物が評
判になる。
○三木金物は,金物仲買問屋の創業
によつて,全国市場の大坂・江戸
へ進出し,交通・輸送網の発達を
活か して,成長 している。
○首長は,自治体の居住者の増加や ,
経済活動の活性化のために,各種
税を免除す る政策をとる必要があ
る。
○経済活動の活性化を図ることは,
国家 (自治体)を統括するための
基本原則であり,免税政策はその
典型的な例である。
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ウェッビング法活用の場面は,個々の子 どもが追思考できるための集団思考
の場面である。「三木市が元気になる取組を考えよう。」とい う学習問題に対 し
て,歴史的視点からの関連付けを行 う。これは,既習事項や経験 と新情報 とを
結びつけることで, 日に見える形で提示することが目的である。
3 主な資料
【資料 1】 提示用写真「三木金物」(2)
三木金物 (大工道具)
左から,鈍(かんな)・鋸 (のこぎり)・錢 (こて)・撃 (のみ)・小刀
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【資料 2】 配布資料「三木金物のおこり」(3)と羽柴 (豊臣)秀吉の制札(4)
仙に1
三木金物のおこり
日本に,仏教 (ほとけの教え)が朝鮮から伝わつたのが,今から1500年くらい前だと言
われています。同 じころ,朝鮮の人たちが三木市の東にある丹生山に移 り住み,朝鮮のす
ぐれた盛洛の技術を,地元の人に伝えたそうです。
また,今から1300年くらい前の書物によると,現在の佐用町や宍粟市を中心に西脇市か
ら三木市にかけて金物の原料となる鉄がとれていたそうです。その時期の三木市には朝鮮
から来た鉄をつくる技術を持つた人たちが,たくさんいたこともわかつています。
壷洛・・
技術・・
。金属をきたえて,器具をつ くること
。何かをつ くる時に必要な技
?
?
?
?
?
）?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
??
??
?
? す
?
?
?
?
?
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‖■2
今から,1200年前の三木市吉川町には,日原大工 とよばれる宮大工がいて,全国の大工
の リーダー と して京都などの有名な神社やお寺 を建てたそ うです。鍛冶の技術が発達 して
い くとともに,すぐれた技術 を持つ大工 もた くさんいたようです。
宮大工 神社を建てたり,惨理をしたりする大工
三木市が,現在のような金物のまちとして栄えるきつかけとなつたのは,今から400年
ほど前のいくさ,「三木合戦」で した。
三木合戦の後,三木の町をおさめた殿霜は,耕をとりたてないことを条件に三木の町を
出ていつた町民をよびもどそうとするきま りを出 しました。すると,いくさでやけたお寺
や町の家をたてなおすために,大工がたくさんうつりすんできました。そ して,大工の道
具をつ くる豪洛崖 もふえてきました。
三木合戦・・・戦国時代におこつた羽柴 (豊臣)秀吉と二木城主別所長治とのいくさ。
いくさはおよそ2年間 もかかり,羽柴秀吉が勝つ。
?
）
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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L3
町が元 どおりになると,大工の仕事がな くなり,他の町に出かせぎに行 くようになりま
した。 この時に,大工の持つていた道具のすばらしさがひょうばんになつて,やがて,ち
ゅうもんがくるようになりました。
大工が出かせぎのついでに行商をしていたので,鍛冶屋の数は増え,ついには留量 がで
きるようにな りま した。そ して, 大坂や江戸 (江戸)にまで売 られるようにな りました。
明治 という時代になつてからも,三木の人々はざいりようにくふ うしながら,切れあ じ
をよくしていきま した。そ して,鉄道や通信をつかい,問屋さんたちが,三木の金物をす
みずみまで売るようになったのです。 このころには,大工道具いがいの金物 もたくさんつ
くられるようにな りま した。
出かせぎ・… 家を長い間はなれて,遠くはなれた場所で くらしながらしごとをすること。
行商・・・・・商品を持ち歩きながら売る商売のこと
問屋・・・・・商品を仕入れて,売る商売人のこと
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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‖14
羽柴 (豊臣)秀吉の制札
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制札 (実物)
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【資料 3】 提示資料 三木市の金物統計6)
【資料4-①】 提示資料 三木金物ニューハードウェア賞
“
)
【資料4-②】 提示資料 金物戦隊かなもんジャー(7)
年 度 事業箭類 (祥毅) 智繁賞襲(人) 言絆毅(億首) 鏑冨毅(億円)
平成元年 621 4132 543 76
平成21年 362 3114 427 30
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提示資料 四人の武将の肖像画(8)
【資料6】 配布資料 4人の武将の一生(9)
?
?
（????‐?
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今川氏をはろぼす C4●鉄面の
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子兄弟 と共に0■
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【資料7】 配布資料「三木合戦とは」(10
蘭Ll
「三木合戦とは」
三木合戦 とは,1578(天正 6)年3月から1580(天正 8)年1月17日までの 1年10か
月にわたる織田氏と三木城主別所氏との合戦をいいます。
天下統一を目指す織田信長は,1577(天正5)年に,中国地方の戦国大名毛利輝元を打
つため,羽柴秀吉を総大将に任 じ播磨に進行させま した。この時,別所氏など有力武将は ,
秀吉率いる織田軍に味方することを約束 しました。 しかし,翌年 3月での加古川での話 し
合いで,秀吉との意見の食い違いを理由に別所氏は,毛利方に味方 したことから,信長が
激怒 し,秀吉に三木城攻めを命 じたのが始まりです。
秀吉は,播磨の武将をまとめる別所氏との直接対決で,兵力が情驚:ことをさけ,三木城
と領内の播磨内陸部との連絡 を絶ち孤Tさせるため,三木城の北側に伴嬌絆を築 き,別所
氏に味方する播磨各地の城攻めを行いました。
別所方は,三木城に新城 をあらたにつくり,
され兵糧 (食糧)も十分に確保できな くな り,
りとしていま した。荒木氏は丹生山 (神戸市)
合戦に備えていま したが,周辺の城が落と
毛利氏,荒木村重などからの兵糧補給を頼
の明要寺を経由し密かに兵糧を補給 し,毛
・78‐
利氏は海路明石魚住から補給 していました。
三木城周辺での戦は,1578(天正 6)年10月に平井山の合戦があつたほか,1579(天正
7)年2月魚住からの補給をめぐる戦いが,5月には丹生山での戦が,9月には平田での戦
があつたことが記録に見えます。 これらの戦いは兵糧をめ ぐる攻防だつたと思われ,戦い
のたびに兵糧の搬入路を失つていきま した。
なかでも,1579(天正 7)年2月の戦いの後,織田信忠によつて三木城の南側に付城が
築かれ,魚住からの搬入が思 うようにいかな くな り,迂回 して大村坂より搬入することと
なつて,平日の戦へとつながっていきます。
別所方にとつては兵糧を確保する重要な戦であつたのですが,そのたびに多 くの武将と
兵糧の搬入手段を失い,食料が尽きた城内の領民や兵は蝕えに苦 しみ悲惨な状況であつた
と云われ,城主長治は領民の命 を救 うため,1580(天正 8)年1月,一族 とともに自刃 し
開城 しま した。 この合戦を別名「三木の干 し殺 し」と呼ばれています。
三木合戦の際,秀吉は三木城攻略のために平井山に本陣を置き,周囲に数多くの付城を
築きました。特に南側の付城群は主菫でつなげて包囲網をつくり,兵糧攻めを実施 しまし
た。付城は三木城を囲むように東西約6 km,南北約5 kmの範囲に存在していたと見られ ,
三木市が遺跡として把握 しているものは27城あります。
三木城跡
合戦後,戦火で焼失 し
平井山本陣跡
た三木を復興 させるために,
三木城復元図
秀吉は免税政策の制礼を立てて,町
秀吉が出
以後,町の復興のため
すると大工職人の仕事が
に持参 した道具のすばら
した制札
に大工職人が集まり,鍛冶屋も数を増や していく。復興が一段
無 くな り,近畿―円に出稼ぎに行 くようになりま したが、この
しさが評判 とな り,注文がくるようにな りま した。
民を呼び出す戦後処理の政策を実施 しま した。
【資料8】配布資料 秀吉の制札(11)
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【資料 9】 提示資料 三本市の現状(1"
(人)
86,000
85,000
84,000
83,000
82.000
H17 H18 H19   H20H21 H22
市内総生産
二木市   西鵬市   加西市   小野市   加東市
※H20年度市町内総=自邊報値より
加入社数(
=_llD ~~~~~―
―――一 ―一―――一一¬
Hl          HllH21     1
-― 一 一
」
市内従業者強
|
50 トー ーー
市税 収 入
82,771
※H18年事業所。企業摯計口査よリ
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くアクションプランの導 >
項 目
―
離 左0-
1 経営の率所、●●Hれ 、― Cn 中小企業,断士など専門の相mlヨ轟支曇体
“
を整備 m万円
2 臓 凛― 出
…
に側
"矧
田昧憫r,猥 163万円
技術力、饉曾力の■慶化を促違 綿ロト●田財の日発:導Ⅲ蜃麟p¬目誦勲 500万円
詢 鶴 即p硼刷 罐 艶 市内業をは る住リ フオームの費用を駒威 1劇呻万円
―
化への適序を円■IL 嘲
… ―
は ,経営0-支 捜
“
r75万円
Ima、発信謳 菫彙-0日 僣や出晨
…
月― 23"万円
層用の安定、人材の青咸 ワータ,作"パランスの普及、醸 薇 172万円
【資料 10】提示資料 三木市の取組例(13)
事業名 1市内総生産額をプラスヘ転換 (産業環境部 商工課、観光振興課、農業振興課)
i「三本市中小企業振興条例(案)」を市議会に提案しており、同条例(案)を受け中小企業振興のための具体的な「アク '
1婆医 発 ざftthiも等季
行するこどこより、平成29年度に瀾 する市内総生産額を、平成24年度と比較して50/On加:
市内彗生塵日の推移と目欄 暉儘:●n
30m  21●4  22犠  29●A  24性  264  2-  27●E  23●a  20●E
豪 市内綸生童日は、各年度において県が公表する最新り嘔爛嗜針上
【資料 11】配布資料 三木市の免税政策例(14)
事業名 1若者世帯の新居取得を支援し、定住促進
く市民ふれあい都子育て支援課 )
事業費(H26‐H34合計):1億7.050万円
若者世帯の任出を抑制し、市内での定住を促進するため、新たに市内に住宅を建築(取得)する際に課税される固
に対 して助 成 します (土地 は
市内に定住することを目的に、平成25年1月2日から平成30年1月1日までに住宅を新築または購入
(新築未入居の物件に限る)した40歳未満の夫婦
一般住宅の場合は新築後3年間、長期優良住宅 (省エネ、耐震fヒ住宅など)の場合は新築後5年間
区 分
床面積120“までの税額
税 額
(A)
助成額
(3)
(A)―(B)
家屋
固定資産税 56,000 56,000 0
都市計画税 24,000 24,000 0
合 計 80,000 80,000 0
っ
??
?
20ぱを超える部分に
いては助成対象外です
＼ /
床面積120rを超 える部分
税 額
28,000
6,000
34,000
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第 3節 小 学校社 会 科授 業 モデル 開発 の成 果 と課題
「法教育」を視点にした小学校社会科授業モデル,「工場の仕事一三木金物のひみつ一」
(第3学年地域学習),「天下統一 と三木合戦」(第6学年歴史学習),「三木市の未来を考え
よう」(第6学年政治学習)では,次のような成果 と課題がある。
成果 としては,第一に,地域学習,歴史学習,政治学習の二つの単元において,それぞ
れの学習内容が関連性・反復 (スパイラル)性を持っているとい う点である。授業モデル
では,兵庫県三木市の金物産業を取 り扱い,三木合戦後の秀吉の行つた免税政策に着 目す
る。第3学年地域学習では,「三木市は,なぜ金物づくりがさかんになつたのか。」とい
う学習問題を,第6学年歴史学習では,「なぜ,秀吉は免税政策を出したのか。効果はあ
つたのか。」 とい う学習問題 を,第6学年政治学習では,「三木市が元気になるには何が
必要だろ う。」 とい う学習問題 を設定 し,これらの追究を通 して,「為政者 (首長)は,
領土内 (市町村)の居住者の増加や経済活動の活性化のために,各種税を免除す る政策を
とる。さらに,経済活動の活性化を図ることは,国家 (自治体)を統括す るための基本原
則であり,免税政策はその典型的な例である。」とい う r法」を視点にした概念的知識を獲
得 させる。 さらに,第6学年政治学習では,この獲得 した概念的知識を活用す る学習内容
を構成することによつて,地域社会に積極的に参加 し貢献 しようとする公民的資質の基礎
を養 うことを目指 している (54頁 図6参照)。 慢性的な時間不足に悩む教育現場におい
て,「法教育」を実践す る際,新たに特別な時間を捻出するのは困難ではあるが,このモデ
ルのように,社会科において,「法教育Jを視点にした計画的な単元構成な らびに授業構成
を行 うことは十分可能である。
第二に,各学年の学習内容に適 した 「法教育」の視点による授業構成を行つているとい
う点である。つまり,第3学年の地域学習では,法。法原理理解型 と社会参加・ トラブル
解決型の視点による授業構成,第6学年の歴史学習では,法のリフレクション型の視点に
よる授業構成,政治学習では,社会参加・ トラブル解決型の視点による授業構成 としてい
る点である。各学年の学習内容に適 した 「法教育」の視点を明らかにし, これらの視点に
よる授業の構成 。実践を提示す ることによつて,「法教育」を視点に した小学校社会科授業
構成のあり方 を示 している。
第二に,小学校社会科における「法教育」のあ り方 と社会科の 目的である知識の獲得を
関連付けて教材開発を行つている点である。 「法教育」において,社会科の果たす役割の
重要性は,これまでの研究や実践で明らかにされてきたが,小学校社会科に限定すると,
研究や実践は極端に少なく,問題 も山積 している。本授業モデルは,授業者が 「法」に対
する専門的知識を持ち合わせてなくても,地域の産業,歴史,政治をベースにした学習内
容をもとに,各学年の学習内容に適 した 「法教育」の視点を組み込むことによつて,説明
力のある概念的知識獲得を可能 とした授業の構成を行つている点に意義がある。
課題 としては,授業モデルの開発のみにとどまり,授業実践を行つていない点があげら
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れる。今後,実際に授業実践を行 うことで,問題点を明らかにし,授業展開を修正,改善
していく作業が必要となる。
【註】
(1)三木金物の生産条件を示すために,ウェッビング法を参考にしている。詳しくは,次の
文献を参照されたい。
開浩和『情報読解力形成に関わる社会科授業構成論』風間書房,2009年。
("三木市HPから引用した。
http:〃www2.city.miki・lg.jp/miki.nsf/doc/485ED48ED3BF006D4925740400007B17?0
ponDocument
(9三木商工会議所 HPから,筆者作成。漫画は,金物や郷上の歴史に造詣が深い三木市の
漫画家であつた,故小谷正雄氏が書かれたものである。この漫画は,ホー ムページ上に
公開されているので参照されたい。
http:ノノwww.mikicci.or.jp/kankouノka iya、php
●)三木市教育委員会編『 三木市文化研究資料第 24集 三木合戦を知る』三本市教育委員
会, 2011年, 68頁。
(5)三木商工会議所 HPから,筆者作成。金物統計はホームページ上に公開されているので
参照されたい。
http:ノ/www.mikiccitor.jp/cci′investigation`php?PHPSESSID=7fOa508ee57d5a572f919
9aa04c43951
(6)三本市 菫Pから引用 した。これまでの,三木金物ニューハー ドウェア賞受賞作品は,ホ
ームページ上に公開されているので参照されたい。
http:〃www2,city.miki`lg.jp/miti.nsf/docノB280B53C6DE01A464925797C001DAD26?0
penDocument
(7)三木工業協同組合HPから引用した。
http:ノ/www.miki‐kanalllono.or.jpノnewsuphoto/P1040602‐21JPG
。)織田信長の肖像画,豊臣秀吉の肖像画,徳川家康の肖像画は,『新しい社会6上』東京書
籍,2011年,68頁から引用した。別所長治の肖像画は,前掲書(4),表紙から引用した。
(9)筆者作成。
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(10)三本市HPをもとに,筆者作成。
http:〃www,city.miki。lg,jpノbunkaノmilttyO,html
(11)三本市HPから引用した。
http:ノノwww2.city・nliki.lgojpノIniki.nsfrimage/22470A500CCA8B4E4925777600026207ノ
$FILE′22_09_29%20genkinamachi%20HRpdf
(12)三木市HPから引用した。
http:〃www2.city.IIliki。lg,jpノmiki.nsf/imageノEA9B8AC928829ECD4925710E000DB19
2ノ$FILEノ25ponchi.pdf
(10三木市HPから引用した。
http:ノノwww2.city`n■iki.lgojpノmiki.nsf/imageノEA9B8AC928829ECD4925710E000DB19
2ノ$FILEノ25ponchi`pdf
(14)三木市HPから引用した。
http:〃www2.city・コliki.lg.jpノllliki.nsf/image/EA9B8AC928829ECD4925710E000DB19
2ノ$FILE′25ponchi,pdf
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終章 研究の意義と課題
第 1節 研 究 の意 義
各章においては,以下の点について論 じている。
序章では,問題の所在 と研究の目的,そして研究の対象 と方法を明らかにしている。
第 I章では,社会科における「法教育」の現状と意義について明 らかに している。まず ,
1990年代前半から始まつた 日本における「法教育」の研究は,2001(平成 13)年の司法
制度改革審議会意見書が契機 とな り,2003(平成 15)年に法務省に設置 された法教育研
究会による報告書によつて, 日本の 「法教育」の基盤が出来上がるものの,小学校社会科
における研究に関しては,まだまだ不明確な部分が多く,研究課題が山積 しているとい う
現状を示 している。次に,「法教育」も新教育課程 も,基礎・基本的な知識 の習得 と活用を
重視 していることと,中学年から高学年にかけて,「法教育」を視点にした関連性・反復 (ス
パイラル)性を持たせた学習内容を構成することによつて,説明力のある概念的知識の獲
得が可能 とな り得ることから,社会科における「法教育」の意義 を示 している。
第 Ⅱ章では,小学校 社会 科 授 業 実 践事 例 を類 型 化 し,特性 と課題を明らかにしてい
る。社会科授業に「法教育」を取 り入れる視点を, F法・ 法原理理解型」,「法のリフレ
クション型」,「法批判型」,「社会参加・ トラブル解決型」とし,これ らの視点から類
型化 した四つの形態を分析 し,それぞれの性格を明 らかに している。
「法教育」を視点にした小学校社会科授業実践事例の特性 として,今回設定した四つの
視点の うち,一部の視点に偏るとい う傾向は見られず,すべての視点において実践事例が
見 られる。また,実施学年は,圧倒的に第6学年が多いが,全学年において,事例が見 ら
れ,「法教育」を視点に した実践が, どの学年においても可能であることが うかがえる。
課題 として,各学年の学習内容に適 した 「法教育」の視点を意識 した授業構成があげ ら
れる。 「法」 とは,さまざまな社会生活の中で我々とかかわつてお り, 自分 とは非常に身
近な存在であることを,小学生段階の子 どもたちに感 じさせるために,中学年の地域学習
から,高学年の政治学習まで,「法教育」を視点にした授業を,系統的に構成 。実践する必
要があるとい うことである。
第■章では,「法教育」を視点にした小学校社会科授 業 実践 事 例 分析から明 らかにな
つた特性 と課題を踏まえ,授業モデル開発を行つている。第3学年地域学習では 「法・法
原理理解型」の視点で構成 した単元を,第6学年歴史学習では 「法のリフレクション型」
の視点で構成 した単元を,第6学年政治学習では 「社会参加・ トラブル解決型」の視点で
構成 した単元を開発 し,概念的知識の獲得を目指 した授業モデルを提示 している。
以上,本研究は,「法教育」を視点にした小学校社会科授業モデルの開発を目的として
お り,次のような意義がある。
第一に,「法教育」を視点にした小学校社会科授業構成の問題点を明らかにするために ,
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社会科授業に「法教育Jを取 り入れる視点を提示 していることである。さらに,「法教育」
を視点とした小学校社会科授業実践事例を (30事例)を対象 とし,「法教育」を取 り入れ
た社会科授業を,「法 0法原理理解型」,「法の リフレクション型」,「法批判型」,「社
会参加・ トラブル解決型」の四つに類型化 し,分析するとともに,その特性 と課題を明 ら
かにしている。
第二に,「法教育」を第3学年の地域学習から第 6学年の歴史学習・政治学習まで,系
統的に位置づけた小学校社会科授業モデルを開発 していることである。授業モデルでは ,
兵庫県三木市を取 り上げ,社会科の 目的である知識の獲得 と関連付けて開発を行 つている
点に意義がある。
第 2節 今 後 の課題
今後の研究を発展させていくには,次のことが課題 として挙げられる。
○ 本研究で開発 した,第3学年の地域学習から第 6学年の歴史学習 。政治学習 と系統的
に構成 した 「法教育」を視点に した小学校社会科授業モデルを,現場で検証 し,修正・
改善を加えていく。
○ 中学年か ら高学年まで系統的に構成 した,「法教育」を視点にした小学校社会科授業
モデルを,他の単元においても開発する。
○ 本研究では,小学校 社 会科 授 業 実 践 事例 を対象としたが,収集 した先行実践はま
だまだ少ない。今後は,さらに多 くの実践を収集 し,「法教育」を視点にした小学校社
会科授業が持つ可能性を明らかにしたい。
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「法教育」を視点にした小学校社会科授業実践事例分析集
NQl 学年 6年 学校名 岩手県盛岡市立杜陵小学校
授業者 浅利宏光 出典 岩手県立総合教育センターHP
単元名 平和で豊かな暮らしを目ざして
とりあげた法 日本国憲法
授業類型
法          習過稚 学習問題設定 学習問題迫究 学習問題省察
法・法原理理解型 〇
法のリフレクション型 ○
法批判型
社会参加・ トラブル解決型
授業の概要
導入場面で「あたらしい憲法のはなし」を提示し,「戦後の日本がどんな国づくり
を目指したのか」という学習問題の解決にむけて,①選挙法 ②労働者の権利 ③日
本国憲法 ④教育の制度という視点をもとに調べさせる。そして,調べたことを交流
させてまとめを行つた後,感想を書かせている。
学習者が
獲得可能な知識
○第2次世界大戦後の日本は,日本国憲法をつくることによつて,選挙・教育制度な
どを変え,民主的な国づくりを目指したこと。
法を視点にした
考察
戦後の国づくりについて追究させる際の視点があいまいになつている。日本国憲法
の3つの柱である①国民主権②基本的人権の尊重③戦争放棄を視点にして,当時の日
本が民主的な国づくりを目指すための具体的な施策を考えさせるべきである。
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NQ2 学年 6年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校
授業者 井上 久 出典
井上久「小学校歴史学習における法教材の開発-6年
「土一揆と徳政令」を取り上げて―」全国社会科教
育学会『社会科教育論叢』第44集2005
単元名 室町幕府
とりあげた法 「徳政令」
授業類型
過程 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型 〇
法批判型
社会参カロ0トラブル解決型
授業の概要
室町時代後期の社会状況に迫らせるために,正長の土一揆に関係する法である「徳
政令」を取り上げている。
「徳政令を求めて一揆を起こした農民の行動が許されるか,許されないか」という
問いでは,まず自分自身の規範意識をもとにした「現在的な立場」で,次に「農民や
酒屋・土倉・寺院の立場」でそれぞれ判断をさせている。そして最後に,当時の社会
状況からなぜ,農民が一揆を起こすことができた理由を考えさせている。
学習者が
獲得可能な知識
○室町時代は,団結した農民が力を持つてきた時代で,農民は広い地域にわたつて結
びつき,年貢を減らす交渉をし,要求が認められない時は土倉や酒屋をおそつて借
金の証文を奪うなどの一揆を起こしたこと。
○室町幕府は,度重なる一揆に対して「徳政令」を出したこと。
法を視点にした
考察
一揆を起こした農民たちの行動を評価することによつて,一揆を起こすことのでき
た当時の社会状況を読み取らせているが,「徳政令」という法そのものを評価する活
動を取り入れることによつて,幕府側の立場や農民側の立場,そして土倉や酒屋の立
場と多様な視点からも,社会状況を読み取ることができている。
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NQ3 学年 6年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校
授業者 不明 出典
法務省HP 法教育推進協議会(第4回)
議事内容
単元名 裁判員制度を体験しよう
とりあげた法
授業類型
法          習過宥 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型
法批判型
社会参加・ トラブル解決型 ○
授業の概要
小学生が裁判員制度を体験するために,実在の窃盗事件をモデルに模擬裁判を行
い,児童が自らの価値観と判断力で判決を考える実践である。モデルとなつた窃盗事
件は,子どもたちに「事実認定 ,判断の難しさ」を体験させるために,敢えて決め手
となる証拠 。証言が少なく,第1審が被告人有罪,第2審が無罪というものを選んで
いる。
学習者が
獲得可能な知識
○裁判員制度では,先入観に捉われず判決を下すことや,裁判員一人ひとりの考えを
尊重することが重要であるということ。
法を視点にした
考察
中学校や高校で実践例の多い模擬裁判を取り入れた授業を,小学校において取り組
んでいるが,やはり難解さが目立つ。法を身近なもののとして,法に対して積極的に
関わつていこうとする態度を育てるのが,この時期では一番重要であると考えると,
模擬裁判を小学校に持ちこむのは難しい。
"90‐
NQ4 学年 3年 学校名 千葉大学教育学部附属月ヽ学校
授業者 向井 浩二 出典 法務省HP 法教育推進協議会(第4回)議事内容
単元名 くらしをまもる
とりあげた法 「附属小安全ルールブック」
授業類型
習過右 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型
法批判型
社会参加・ トラブル解決型 ○
授業の概要
まず, 自分たちの通学時の様子を振り返り,「附属小安全ルールブック」の内容が
防犯上不十分なことに気付かせる。その後,「新安全ルールブック」を作成させ,自
らの防犯意識を高めさせようとしている。
学習者が
獲得可能な知識
○地域社会で,災害や事故・事件から人々の安全を守るために努力をしている人々(警
察 。消防など)が存在し,これら関係諸機関が連絡を取り合つて,緊急に対処する
体制を取つていること。
○法は,我々 の生活をただ規制するだけのものではなく,必要に応じて,我々 によつ
て変えることができること。
法を視点にした
考察
既に存在しているルールに改善の余地があることを見つけ,自分たちの力でルール
を作成することを通して,子どもたちはルール (法)というものをより身近なものと
して感じている。「新安全ルールブック」の作成活動を通して,ルー ルやきまりは自
分たちの手で作つたり,変えたりすることができるということを学びとっている。
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Nα5 学年 6年 学校名 広島市立千田小学校
授業者 福原剛 出典
全国社会科教育学会編 『小学校の “優れた社
会科授業"の条件』 明治図書2007
単元名
戦後の復興
一よみがえる広島平和な広島ヘー
とりあげた法 「広島平和記念都市建設法」
授業類型
習過右 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型 ○ ○
法批判型
社会参加・ トラブル解決型
授業の概要
「被爆都市であつた広島が,どこよりも早く復興することができたのはなぜか」と
いう大きな学習問題を解決するために,「広島平和記念都市建設法」の制定について
考えさせている。本時では,当時の市長がこの法律の制定にこだわつた理由について
考えさせることが学習活動の中心となっている。 (8ノ14時間日)
学習者が
獲得可能な知識
○被爆都市広島は,「広島平和記念都市建設法」という特別法の制定によつて,平和
記念公園,平和大通りの建設などの様々な公共事業が展開されたことと,市民活動,
海外からの寄付などによつて,飛躍的な復興を果たしたこと。
法を視点にした
考察
復興に尽力した当時の市長という「人物」を中心とした学習を授業者は意図してい
るので,人物の心情を問う発間が多くなっている。法の制定に対する市長の立場の意
見,一般市民の意見,公共事業による立ち退きを余儀なくされる市民の意見など様々
な立場での法の評価を子どもたちにさせるべきである。
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NQ6 学年 6年 学校名 広島大学附属東雲小学校
授業者 須本良夫 出典
全国社会科教育学会編 『小学校の“優れた社
会科授業"の条件』 明治図書2007
単元名 みんなの願いを実現する政治学習   一コンビニで薬?!一
とりあげた法 薬事法
授業類型
法          習過藉 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型 〇
法のリフレクション型
法批判型 〇
社会参加・トラブル解決型
授業の概要
まず,学習問題「深夜に熱を出しているのにコンビニで薬 (解熱剤)が買えない。
こんなことまで法律で決める必要があるのだろうか。」に対して,これまでに調べた
ことをもとに,①子どもを持つ親,熱を出している子,②規制緩和を求める議員,③
コンビニ,④ドン・キホーテ,⑤薬屋・薬剤師・厚生労働省のそれぞれの立場で,意
見を交流させる。そして,出た意見を互いの視点から吟味させたあと,グストティー
チャー (コンビニ店員)から,法律を守ることや人々のニーズに応える企業努力につ
いての話を聞かせて,法律の規制の難しさを考えさせている。(第3次 第3時)
学習者が
獲得可能な知識
○薬の販売は「薬事法」という法律で規制されており,薬剤師がいないコンビニなど
では薬を販売することはできないこと。
法を視点にした
考察
「深夜における企業の薬の販売」ということに対して,さまざまな立場から意見を
交流させたり,吟味させたりしているので,政治や法律に対して多様な視点で捉える
ことができている。
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NQ7 学年 6年 学校名 埼玉県騎西市立騎西小学校
授業者 小林 秀行 出典 法務省HP法教育推進協議会 (第16回)議事内容
単元名 法律や裁判について考えよう
とりあげた法 「憲法第十三条」(プライバシーの権禾1)・「憲法二十一条」(表現の自由)
授業類型
法          習過程 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型 ○
法のリフレクション型
法批判型
社会参加・トラブル解決型 ○
授業の概要
「プライバシーの権利」と「表現の自由」を争点とした架空の芸能グループの裁判
事例について,グループで話し合い,グループごとに判決を考える。その後,ゲスト
ティーチャーとして招いた弁護士から,それぞれの判決の評価を受けるという授業形
態を取つている。
学習者が
獲得可能な知識
○ルールや法に基づいた,裁判官や弁護士などの法を活用している人たちの働きに
よつて,紛争は解決されること。
○「プライバシーの権利」と「表現の自由」という2つの権利がぶつかり合つた時は,
その時の状況によつて判決が決まること。
法を視点にした
考察
芸能人の「プライバシすの権利」と「表現の自由」の法的葛藤問題を取り上げたこ
とと,弁護士による判決の評価を授業の終末に取り入れたことによつて,学習者のモ
チベーションを持続することができている。架空の芸能人グループ名を簡便なものに
するなど,子どもがより公平公正に判断できる配慮が必要である。
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No.8 学年 6年 学校名 千葉大学教育学部附属月ヽ学校
授業者 梅津 清治 出典 千葉大学教育学部 ,附属連携研究社会科部編 『社会が見えてくる“法"教材の開発』明治図書2008
単元名 源頼朝と鎌倉幕府
とりあげた法 「御成敗式 目」 「永仁の徳政令」
授業類型
法教育の視        習過稽 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型 〇 ○
法批判型
社会参加・トラブル解決型
授業の概要
鎌倉時代の社会構造に迫らせるために,「御成敗式日」と「永仁の徳政令」を取り
上げている。
授業では,まず「永仁の徳政令」が出された目的やその影響について話し合わせて
いる。そして,徳政令後も御家人の生活が安定しなかった理由を,「新しい領地が幕
府から与えられなかつた点」と,「御成敗式日において定められた分割相続によつて,
領地が減少していつた点」とに注目させ,鎌倉幕府の衰退の要因をまとめさせている。
学習者が
獲得可能な知識
○鎌倉時代の封建制度は,幕府側に対抗する武士などから得た新しい領上を,幕府か
ら御家人に対して分配されることによつて成立したこと。
法を視点にした
考察
「御成敗式目」「永仁の徳政令」という法そのものを,当時の幕府や御家人,そし
て借上の立場に立って評価することによつて,鎌倉幕府が衰退していた当時の社会状
況を読み取らせている。ただ,「永仁の徳政令」を評価する発間が,「御家人と借上の
気持ちはどうだつたか。」であるので,子どもの答えが,い情的なものにとどまつてい
る。
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―NQ9 学年 3年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校
授業者 向井 浩二 出典 千葉大学教育学部・附属連携研究社会科部編 『社会が見えてくる“法"教材の開発』明治図書2008
単元名 人々の仕事とわたしたちのくらし
とりあげた法 「食品衛生法」
授業類型
習過潜 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型 ○
法のリフレクション型
法批判型
社会参加・ トラブル解決型
授業の概要
スーパーとコンビニの比較によつて,それぞれのお店の特色を考えさせるために,
「食品衛生法」を取り上げている。
授業では,一週間の買い物調べから,主に生鮮食料品はスーパーで購入しているこ
とに気付かせ,「なぜコンビニでは,生鮮食料品を取り扱う店が少ないのか」という
学習問題を追及させている。
追究の際に,教師によつて「食品衛生法」という法律が存在することを知らせるこ
とによつて,スー パーに設備の整つている冷蔵庫や,調理場がある理由を理解させて
いる。
学習者が
獲得可能な知識
○地域では,様々 な人々が生産や販売の仕事に従事しており,消費者は,目的に合わ
せて店や商品を選択し,販売者は,消費者の願いに対応して様々な工夫を行つてい
ること。
○食品の衛生管理をする制度 (法律)があり,その制度 (法律)によつて我々の食生
活の安全が守られていること。
法を視点にした
考察
あえて,難解な文章によつて構成されている法律の条文を提示することによつて,
法律そのものの存在を知ることができ,法律というものが実は,身近な存在でもある
ことを,子どもは実感することが可能である。
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NQ10学年 6年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校
授業者 向井 浩二 出典 千葉大学教育学部・附属連携研究社会科部編 『社会が見えてくる “法"教材の開発』明治図書2008
単元名 戦争を体験した人々とくらし
とりあげた法 「国家総動員法」
授業類型
習過稽 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型 ○
法のリフレクション型 ○
法批判型
社会参加・ トラブル解決型
授業の概要
「国家総動員法」について考え,国民の心に「戦争反対の気持ちはあったのか」そ
れとも「反対する気持ちすらなかったのか」を話し合わせることによつて,当時の国
民の気持ちに迫ろうしている。
授業の前半は,戦時下の人々の生活状態や社会体制を学ばせる内容で、後半は平和
と法の関係,国家0社会と国民の関係とを法を通して整理させることを目指している。
学習者が
獲得可能な知識
○戦争中の人々のくらしは,為政者による情報操作や悪法による国民統制によつて制
限   _
され,厳しいものであつたこと。
○法は,悪しき指導者のもとでは悪法となり,良き指導者のもとでは国民に役立つも
のになること。
法を視点にした
考察
「国家総動員法」という法が,戦争当時の社会状況を把握するのには滴した教材で
はあるが,学習者に法的な葛藤状況を創り出すという点では難しい。相対する立場か
ら評価すると,意見が分かれるような法を教材化することが重要である。
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No.11 学年 6年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校
授業者 大澤 昌宏 出典 千葉大学教育学部′・附属連携研究社会科部編 『社会が見えてくる“法"教材の開発』明治図書2008
単元名 明治の新しい世の中
とりあげた法 「公事方御定書 (切捨て御免)J・「日米修好通商条約 (治外法権)」
授業類型
法教育の視薦
~~―｀、三旨習過稽 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型 ○ ○
法批判型
社会参加・ トラブル解決型
授業の概要
明治以降の日本の近代化を,従来の軍事力 。経済産業の成長という視′点に加え,法
の整備という視点で捉えようとしている授業である。
「日米修好通商条約」における不平等の意味を,「生麦事件」を教材にイギリス (外
国)側の立場から考えさせている。法に関して未整備であった当時の日本に対して,
諸外国が治外法権を求めるのは当然のことであり,条約改正のためには,軍事力・経
済力の成長の他に近代的な法の整備が必要であつたことを理解させている。
その後,「大津事件」を教材として取り上げ, 日本の法体系が整備されたことを示
し,条約改正に至つたことを確認し授業を終えている。
学習者が
獲得可能な知識
○幕末に日本が結んだ不平等条約の改正は,富国強兵・殖産興業という軍事力・経済
力の成長だけでなく,法の近代化・欧米化が欧米各国に認められたことによつて実
現したこと。
法を視点にした
考察
法を視点にして,「ノルマントン号事件」「生麦事件」「大津事件Jという3つの事
件の裁判を扱い,法的葛藤場面を設定することで,子どもたちに法の持つ意味や特徴
を考えさせることを可能にしている。ただ,この指導の流れでいくと,「三権分立」「司
法」「立法」「行政」などの理解が必要である。
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NQ12 学年 5年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校
授業者 梅津 清治 出典 千葉大学教育学部・附属連携研究社会科部編 『社会が見えてくる “法"教材の開発』明治図書2008
単元名 これからの食糧生産とわたしたち
とりあげた法 「牛肉 トレーサビリティ法」
授業類型
習過稽 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型
法批判型
社会参カロ0トラブル解決型 ○
授業の概要
「牛肉偽装表示問題」について消費者 。生産者・販売業者という立場から解決策を
話し合い,自分たちが考えた問題解決策と教師によつて提示された「牛肉トレーサビ
リティ法」との比較を行い,安全な食生活について子どもたちに考えさせている。
学習者が
獲得可能な知識
○消費者の安全な食生活を守るだけでなく,生産者や小売店などの販売業者の信頼回
復を目的として,「牛肉トレー サビリティ法」が制定されたこと。
法を視点にした
考察
「牛肉トレー サビリティ法」の提示を,学習問題省察時に行つているが,この法の
持つ意義への理解をより深めるために,この法についての評価を,生産者・販売業者・
消費者 ,国の立場から考えさせる活動を行うことが必要である。
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No。13 学年 6年 学校名 千葉大学教育学部附属月ヽ学校
授業者 井上 久 出典 千葉大学教育学部・附属連携研究社会科部編 『社会が見えてくる“法"教材の開発』明治図書2008
単元名 わたしたちの生活と政治
とりあげた法 「道路交通法」0研J法」
授業類型
法教育の視点
―
学習過蒲 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクシヨン型
法批判型 ○ 〇
社会参加 0トラブル解決型
授業の概要
交通事故に関わる法である「道路交通法」と「刑法」に着日し,刑法改正 (2003
年)による「危険運転致死罪の導入」を教材化している。この授業では,「自転車に
よる人身事故」と「飲酒運転死亡事故」を取り上げ,厳罰化することへの是非を考え
させている。
学習者が
獲得可能な知識
○国民の安全のために,法を変えたり作つたりするしくみが政治にはあること。
○私たちの生活は,法によつて守られているとともに,規制されていること。
法を視点にした
考察
今回取り上げられている「危険運転致死罪」においても,加害者側の立場と被害者
側の立場とに立って考えるという法的な葛藤問題になつてはいるが,さらに厳しい法
による規制という視点を考えさせるものとして,「道路交通法における酒酔い運転や
酒気帯び運転の罰則強化」の教材化が適当である。
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m14 学年 5年 学校名 千葉大学教育学部附属小学校
授業者 井上 久 出典 千葉大学教育学部 ,附属連携研究社会科部編 『社会が見えてくる “法"教材の開発』明治図書2008
単元名 わたしたちの生活と食糧生産
とりあげた法 「農薬取締法」「食品衛生法」
授業類型
法教育の視鷹
~~―ヽヽ _学習過稽 学習問題設定 学習問題迫究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクシ ョン型
法批判型 ○
社会参加・トラブル解決型
授業の概要
農薬の使用について生産者と消費者の立場で話し合わせ,両者の意見の対立を調整
するために,国が「農薬取締法」によつて農薬の使用を規制している事実を知らせる。
そして,遺伝子組み換え作物の開発の是非について賛成派と反対派に分かれて話し
合わせ,国が「食品衛生法」によつて安全性を確認していることを知らせる。最後に
まとめとして,安全な食生活と法の関わりについて自分の考えをノー トに書かせる。
押 者が
獲得可能な知識
○国民の食生活の安全性は,国が法を制定することによつて守られていること。
○「農薬の使用」や「遺伝子組み換え作物の開発」など食の安全性に関する生産者と
消費者の考えには,大きな隔たりが存在すること。
法を視点にした
考察
今までの農業学習とは違い,生産者と消費者との「食の安全性」をめぐっての対立
を明確にし,子どもたちにこの対立の調整の必要性を実感させているが,対立の解決
策までを子どもたちに考えさせると,法の存在を自然に知ることが可能である。
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NQ15 学年 3年 学校名 筑波大学附属小学校
授業者 臼井忠雄 出典
江口勇治・磯山恭子編『小学校の法教育を
創る』 明治図書2008
単元名 「きまりに気づく」「きまりを守る」
とりあげた法 「道路交通法」
授業類型
法教育の視点 や 習
過稿 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型 ○ 〇
法のリフレクション型
法批判型
社会参加・トラブル解決型
授業の概要
公法としてのきまりとして交通ルール,なかでも信号機を取り上げ,まず信号機の
果たす意味や役割,そこから見られる人への配慮,公共のきまりの必要性を考えさせ
ている。
そして,「信号機のある横断歩道の歩行の仕方」は,「道路交通法」という法律によ
って決められていることや,ルー ル違反をした時は,自己責任が付随することを知ら
せ,最後に,他の公共ルールに目を向けさせてまとめている。
学習者が
獲得可能な知識
○きまりや法の中には,家庭や学級・学校の中で守られるべききまり (私法)と,日
本国内で全員が守らなければならない法 (公法)があること。
○多くの人々が,安全で安心できる生活を過ごすために,法が大切な役割を果たして
いること。
法を視点にした
考察
小学校低学年という時期は,法やきまりに対して遵守しなければならないという意
識は高いので,敢えてきまりを守らなかったことを考える活動よりも,私法か公法か
どちらかを考える例を提示して,考えさせる活動のほうが効果的である。
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No16 学年 4年 学校名 筑波大学附属小学校
授業者 長谷川康男 出典
江口勇治・磯山恭子編『小学校の法教育を
創る』 明治図書2008
単元名 ごみ出しルールを考えよう
とりあげた法
授業類型
法教育の視点
―
学習過右 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型
法批判型
社会参加・トラブル解決型 ○
授業の概要
ごみ出しのルールが守られていない経験を話し合わせ,ごみ出しのルールが守られ
ていない集積所の近くに住む人の立場に立って考えさせる。その後,町会の人の立場
に立ったごみ出しルールをクラス全体で話し合わせ,自分なりのルールをノートにま
とめさせている。
主体的にルールを守つたり,つくつたりして法的に社会参加する力 (活用力)を育
てることを意図した授業である。
学習者が
獲得可能な知識
○ごみの始末に携わる人は,組織的・計画的に工夫して集めて処理していること。
○増え続けるごみを少なくするために,社会全体で再使用したり,リサイクルしたり,
その発生を抑制したりしていること。
○ごみを種類別に分けて出すのは,リサイクルやその始末がしやすいようにするため
であること。
法を視点にした
考察
利害が対立する町会に住む二者の立場に立って,子どもたちに考えさせている。ご
み出しのルールという問題に加えて,ごみ集積所の場所の問題までも考えさせている
が,集積所の移転という選択肢は現実性に欠ける。ごみを収集する側と,ごみを出す
側の利害の対立という視点での教材化が必要である。
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NQ17 学年 5年 学校名 静岡県富士市立富士第一小学校
授業者 米津 英郎 出典 江口勇治・磯山恭子編『小学校の法教育を創る』 明治図書2008
単元名 情報とわたし
とりあげた法 プライバシーの権利
授業類型
法教育の視        習過清 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型
法批判型
社会参加・ トラブル解決型 ○ ○
授業の概要
学級新聞係をしている児童の「学級新聞にどこまで個人のプロフィールを載せてよ
いのか」という問題を学習問題として取り上げ,子どもたちに話し合わせたあと,授
業の振り返りをノートに書かせている。(第2次 第3時)
学習者が
獲得可能な知識
○プライバシーに関することを,新聞等で載せる場合は,本人の許可が必要であるこ
と。
法を視点にした
考察
「プライバシーの権禾1」の立場だけについて子どもたちに話し合わせるのではなく,
対立する権利である,「知る権利」をも含めた二つの立場に立って話し合うことによ
って,多様な考えや意見を引き出すことが可能である。
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Na18学年 6年 学校名 東京都練馬区大泉第六小学校
授業者 窪 直樹 出典 江口勇治・磯山恭子編『小学校の法教育を創る』 明治図書2008
単元名 憲法とわたしたちのくらし
とりあげた法 「憲法第十二条」(プライバシーの権利)・「憲法二十下条」(表現の自由)
授業類型
習過稽 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型 〇
法のリフレクション型
法批判型
社会参加・ トラブル解決型 ○
授業の概要
「プライバシーの権利」と「表現の自由」が争点である架空の芸能グループと出版
社の裁判事例について,芸能グループの弁護士と出版社の弁護士のどちらかの立場に
立って主張をワークシートにまとめる。その後,裁判形式でお互いの主張を述べ合つ
た後,あらかじめ決めておいた裁判官役の子どもが判決を出す。その後,ゲストテイ
ーチャーとして招いた弁護士が,それぞれの主張や判決を評価するという授業形態を
取つている。
学習者が
獲得可能な知識
〇ルールや法に基づいて,裁判官,弁護士などの法を活用している人たちの働きによ
つて,紛争は解決されること。
○「プライバシーの権利」と「表現の自由」という2つの権利がぶつかり合った時は,
その時の状況によつて判決が決まること。
法を視点にした
考察
ヽ7の事例と扱う教材は同一ではあるが,授業の進め方に若干の相違がある。双方
の主張の妥協点を見つけ出す,「紛争解決力」を身に付けることを重視するのであれ
ば, 7ヽのようにグループごとに判決を考える授業の流れのほうが適している。
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No。19 学年 6年 学校名 金沢市立大徳小学校
授業者 能村秀明 出典 金沢市教育委員会HP
単元名 わたしたちのくらしと日本国憲法
とりあげた法 日本国憲法・大日本帝国憲法
授業類型
法教育の視点
―
学習過右 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型 ○ ○
法のリフレクション型
法批判型
社会参加・トラブル解決型
授業の概要
戦後の日本における様々な改革を考え,それらの改革の根底になつているのが日本
国憲法の制定であることを確かめる。そして, 日本国憲法の内容を班で予想した後,
全体で出た意見を交流し合う。最後に,大日本帝国憲法の特徴を確かめ,日本国憲法
へ追究意欲を高めて終わつている。
学習者が
獲得可能な知識
○戦後の国民の願いを実現するために, 日本国憲法が制定されたこと。
法を視点にした
考察
本時において,日本国憲法への追究意欲を高めることを意図するのであれば,戦争
中の社会体制や国民の権利の状態などを,「大日本帝国憲法」や「国家総動員法」な
どを取り上げて, しつかりと確認する必要がある。
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NQ20学年 6年 学校名 大阪教育大学附属池田小学校
授業者 井上 伸一 出典 大阪教育大学附属池田小学校IIP
単元名 裁判員制度
―わたしたちの政治とくらし―
とりあげた法
授業類型
法教育の視点
―
学習過稿 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型
法批判型 ○ 〇
社会参加・トラブル解決型
授業の概要
「なぜ,市民が裁判に参加するのか。Jという学習問題を設定し, 自分の考えをま
とめさせたあと,グループ内での意見交流をさせている。最後に,再度主権者として
国民の立場から裁判員制度について考えたことをまとめさせている。
学習者が
獲得可能な知識
○裁判員制度は国民の司法参加であり,民主主義の実践であること。
法を視点にした
考察
授業実践当時話題になつていた「裁判員制度」,そしてその意義について議論する
ことを中心の活動としている。子どもたちは前時で模擬裁判を体験しているので,「裁
判員制度賛成派」と「裁判員制度反対派」に分かれて議論をすれば,より多面的な意
見や考えを子どもたちから引き出すことが可能である。
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NQ21 学年 6年 学校名 尾道市立向東小学校
授業者 千鶴 哲弘 出典 広島県立教育センターHP
単元名 徳川家光と江戸幕府
とりあげた法 「武家諸法度」「慶安の御触れ書きJ
授業類型
習過藉 学習問題設定 学習問題迫究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型 ○
法批判型
社会参加 0トラブル解決型
授業の概要
授業の導入段階で,「武家諸法度」「慶安の御触れ書き」を提示し,江戸幕府がなぜ
このような法 (政策)を出したのかを話し合わせることによつて,「権力者は対抗す
る勢力をおさえ,財力をつける」という知識を発見させ,江戸幕府が約260年間続い
た理由を考えさせている。
学習者が
獲得可能な知識
○権力者は,対抗する勢力をおさえ,財力をつけること。
法を視点にした
考察
江戸幕府の代表的な法 (政策)について,当時の社会的背景をもとに評価させ,知
識の把握を図ろうとしている。「武家諸法度」では,この法律を出した側である幕府
の意図だけを考えさせるだけでなく,出された側の各大名への影響も考えさせると,
より学習を深めることが可能である。
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NQ22学年 3年 学校名 大阪教育大学附属池田小学校
授業者 井上伸一 出典 大阪教育大学附属池田小学校IIP
単元名 きまり ―図書館の利用のきまリー
とりあげた法 「池田市立図書館の利用のきまり」「図書館法」
授業類型
法          習過稽 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型 ○
法のリフレクション型
法批判型
社会参加・ トラブル解決型
授業の概要
まず,公共の図書館を利用した時のことを想起させ交流させる。次に,池田市立図
書館の利用のきまりについて調べた後、各自できまりがある理由をまとめさせ,交流
させる。最後に,利用者として様々な立場の人から考えたことをノートに書かせる。
学習者が
獲得可能な知識
○図書館では,みんなが納得した手続きを正しくすることで,楽しく安心して使うこ
とができること。
Oみんなが法やきまりを守ることで,よりよい生活ができること。
法を視点にした
考察
中学年の地域の公共施設の働きについての学習の中で,法ときまりを取り扱つてい
るところに本実践の意義があると思われる。きまりについて,利用者側の立場だけで
なく,図書館員の立場からも考えたり,話し合ったりすることによつて,多様な意見
や考えを引き出すことが可能である。
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NQ23学年 6年 学校名 広島市立高美が丘小学校
授業者 小迫 賢志 出典 広島県立教育センターHP
単元名 国民の司法参力日と裁判員制度
とりあげた法
授業類型
法教育の視        習過稚 学習問題設定 学習問題迫究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型
法批半J型 ○ ○
社会参加・ トラブル解決型
授業の概要
「なぜ,法律にくわしくない国民が裁判に参加するようになったのだろう。」とい
う学習問題を設定し,自分の考えをまとめさせたあと,グループ内での意見交流をさ
せている。最後に,ゲストティーチャーである検察庁の職員の話を聞かせ,裁判員制
度の意義をまとめている。
学習者が
獲得可能な知識
○国民が法やきまりに関心をもち,裁判をより身近に感じ,国民一人一人の意見や考
え方が裁判に反映できるように,裁判員制度が導入されたこと。
法を視点にした
考察
「裁判員制度の意義Jについて議論することを学習活動の中心にしているが,この
学習によつて,裁判員となって裁判になることへの不安が解消できたかどうかは疑問
が残る。
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No24 学年 6年 学校名 札幌市立資生館小学校
授業者 竹村 正 出典 札幌市HP
単元名 憲法とわたしたちのくらし
とりあげた法
授業類型
法教育の視        習過稿 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法の リフレクシ ョン型
法批判型 ○ ○
社会参加・ トラブル解決型
授業の概要
模擬裁判の感想や,裁判員制度スタートに関する世論調査の結果から,「なぜ我が
国で,裁判員制度を取り入れたのだろう?」 という学習問題を設定している。そして,
模擬裁判の経験を生かして,裁判員,被害者・検察,被告人 0弁護士のそれぞれの立
場から,学習問題解決に向けて話し合わせる。最後にゲストティーチャーから,裁判
員として自分が判断する時に,大切にすることについての話を聞かせている。
学習者が
獲得可能な知識
○裁判員制度の導入によつて,国民にとつて裁判がより身近で理解しやすいものとな
ったこと。
○裁判員として公平に判断するには,それぞれの立場を理解して,事実と証拠を正し
く見つめる必要があること。
法を視点にした
考察
模擬裁判を経験したことによつて,裁判員制度導入の意義を考えることがスムーズ
に行えている。しかしながら,本時の授業によつて,裁判員を務める際の不安を払拭
しているとは言い難い。
‐
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NQ25 学年 6年 学校名 広島市立小学校
授業者 不明 出典 広島県立教育センターIIP
単元名
わたしたちのくらしと日本国憲法
～裁判員制度スター ト～
とりあげた法 日本国憲法
授業類型
法          習過積 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型
法批判型 ○
社会参加・トラブル解決型
授業の概要
まず導入では,裁判員制度が始まつた理由を確認させ,前時行つた模擬裁判の感想
を出し合わせる。そして,「裁判に参加する時,主権者として,どんな考え方や態度
を身に付けていかなければならないだろうか。」という学習問題を提示し,各自で意
見をまとめさせた後,意見交流をさせる。最後に,自分なりの考えや態度をキャッチ
フレー ズとして表現させている。
学習者が
獲得可能な知識
○裁判に参加する主権者には,よく考えて自分の意見を持ち,伝えることや相手の意
見を聞くことができる態度が必要であること。
法を視点にした
考察
裁判員の問題を,日本国憲法の学習の中にうまく取り入れた単元計画がなされてい
る。主権者として裁判に参加する際の必要な考え方や態度は,決して難しいことでは
ないことを強調し,司法参加にむけた明るい展望を持たすことが必要である。
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NO。26 学年 6年 学校名 広島市立小学校
授業者 不明 出典 広島県立教育センターHP
単元名 わたしたちのくらしと日本国憲法
とりあげた法 日本国憲法
授業類型
法          習過程 学習問題設定 学習問題迫究 学習問題省察
法・法原理理解型 ○
法の リフレクション型
法批判型
社会参加 0トラブル解決型
授業の概要
導入では,日本国憲法の三原則について想起させ,国民主権と選挙のつながりにつ
いて話し合わせている。そして,公示から議員の決定に至る選挙の一連の流れを説明
した後,模擬選挙を経験させ,有権者の果たす役割について考えさせる。次に,最近
の選挙における投票率の低下について話し合わせ,選挙に対する自分の考えや心構え
をまとめさせている。
学習者が
獲得可能な知識
○選挙で代表者を選ぶことを通して国の政治に参加することが,日本国憲法の三原則
の一つである国民主権の考え方であること。
法を視点にした
考察
選挙の仕組みの説明に時間を掛けるのではなく,むしろ投票率の低下の問題を大き
く取り上げ,このことを話題に子どもたち同士で議論をさせたほうが,有権者として
果たす役割について考えさせることが可能である。
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No.27学年 6年 学校名 兵庫県赤穂市立塩屋小学校
授業者 河本 学 出典 兵庫県立教育研修所HP
単元名
「裁判員制度を考える」
～現在の法で刃傷事件を裁判する～
とりあげた法 刑法
授業類型
法教育の視点 ~｀―――_デ習過藉 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型 ○
法批判型 ○
社会参加・ トラブル解決型
授業の概要
元禄赤穂事件 (刃傷事件)についての押 Iの計画をさせる。具体的には,現在の法
に照らし合わせて,検察官と弁護人の立場から量刑を判断させる。その後,模擬裁判
をさせ,時代による量刑の違いについて考えさせる。最後に,裁判員制度について自
分の考えをまとめさせる。
学習者が
獲得可能な知識
○時代によつて社会的な規範 (法)が異なるので,量刑には違いが生じること。
○国民の司法参加は,成熟した民主主義国家へと導くこと。
法を視点にした
考察
子どもたちにとつて身近な歴史的事件を扱うことによつて,現在の法との比較が容
易になつたであろうが,そこから現在における裁判員制度の問題である「量刑の厳罰
化」へ結び付けるには少し無理がある。
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NQ28学年 4年 学校名 新潟大学附属小学校
授業者 大矢和憲 出典 新潟大学附属小学校HP
単元名
安全で安心なまちづくり
～事故や事件を防ぐ～
とりあげた法
授業類型
法          習過程 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型
法批判型
社会参加・ トラブル解決型 ○
授業の概要
まず,一年間に新潟市内で起こった交通事故と事件の件数を子どもたちに提示し,
子どもたちから出た疑問点をまとめて,「なぜ,警察や地域の安全を守る人たちが守
つてくれているのに,こんなに交通事故や事件が起こるのかJという学習問題をつく
る。次に,実際に起きた事件の一例を取り上げ,学習問題への仮説を立てさせる。そ
の後,グストティーチャーとして招いた地域の安全を守る方からの話を聞かせて,ワ
ークシートにまとめを書かせる。
学習者が
獲得可能な知識
○警察署や関係の諸機関,地域の人々が,互いに協力したり共に助け合つたりして,
地域の安全を守る工夫や努力をしていること
法を視点にした
考察
現行の指導要領における「法教育」を意識した授業が行われている。警察やボラン
ティアの努力にもかかわらず,交通事故や事件が絶えないのは,法やきまりを守らな
い人々の存在が原因であることを知ることによつて,法やきまりを守ることが,地域
の安全で安心な暮らしを支えていることを,子どもたちは理解することができてい
る。
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NQ29学年 6年 学校名 広島県尾道市立栗原小学校
授業者 衛藤 朋弘 出典 広島県教育委員会HP
単元名 わたしたちのくらしと日本国憲法
とりあげた法 日本国憲法
授業類型
法          習過稿 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型 ○
法のリフレクション型
法批判型
社会参加・トラブル解決型
授業の概要
「投票所に行かれなくても選挙に参加することができるのだろうか」という学習問
題を設定している。まず,資料と既習事項を手がかりにして個人の意見をまとめさせ,
次にグループで意見を交流させる。最後に,投票所に行くことができない人でも選挙
に参加できるシステムがあり,それは憲法に国民主権という原則を掲げているからで
あるということをまとめる。
学習者が
獲得可能な知識
○政治は,国民生活の安定と向上のため,大切な働きをしていること。
○投票所に行くことができない人でも,選挙に参加できるのは,日本国憲法に「国民
主権」が掲げられているからであること。
法を視点にした
考察
授業の展開の中で,学習問題に対して三分する意見,つまり「できる」
という意見に分かれて討論を子どもにさせると,多様な意見や,憲法の
に関わる意見を引き出すことが可能である.
「できない」
「国民主権」
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No.30学年 6年 学校4 広島県尾道市立栗原小学校
授業者 升谷 英子 出典 広島県教育委員会HP
単元名 わたしたちのくらしと日本国憲法
とりあげた法 日本国憲法,景観条例
授業類型
法教育の視点 や 習過箱 学習問題設定 学習問題追究 学習問題省察
法・法原理理解型
法のリフレクション型
法批判型
社会参カロ0トラブル解決型 ○ ○
授業の概要
尾道市の商店街の活性化問題から派生した「表現の自由があるのに,なぜ壁や看板
を目立つようにしたいは認められないのだろう」という学習問題を提示し,「表現の
自由と公共の福祉との関係」について自分の意見を持たせる。その後,尾道市が観光
で潤つていること,そして,この問題が「景観条例」と関係があることを知らせる。
最後に,「憲法で明記されている表現の自由は,全体 (公共)の利益を考えると,制
限されることがある。」という問題に対するまとめを書かせる。
学習者が
獲得可能な知識
○憲法で明記されている表現の自由は,全体 (公共)の利益を考えると,制限される
ことがあるということ。
法を視点にした
考察
「表現の自由があるのだから,自分のお店は好きなように建ててもよい」と「尾道
市全体のことを考えると,好きなようにお店を建てられないのは仕方がない」という
対立する意見が出ているので,子どもたち同士で意見を議論し合う活動を取り入れる
と,より学習を深めることが可能である。
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